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(57)【要約】
　本明細書に開示されるのは、上部胃腸管障害を治療または予防し、かつ重層扁平上皮が
有害物質によって傷つかないように保護するための新規な組成物および方法である。この
方法は通常、単独または少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬との組み合わせでの少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤と、任意に、制酸薬、ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬、γ－アミ
ノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグ、およびプロテ
アーゼ阻害剤から選択される１種以上種の作用剤とを含む医薬組成物を、それを必要とす
る患者に治療有効量で投与することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療有効量の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を含む、上部胃腸管障害の治療又は予防用
組成物。
【請求項２】
　薬学的に許容される賦形剤、希釈剤または担体をさらに含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が、コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム
塩酸塩、ウルソデオキシコール酸、コレスチポール、セベラマー、架橋デキストランのジ
アルキルアミノアルキル誘導体、およびＮ－（シクロアルキル）アルキルアミンのうちの
１つ以上から選択される、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである、請求項３に記載の組成物
。
【請求項５】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである、請求項３に記載の組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム塩酸塩である、請求項３に記載の組
成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである、請求項３に記載の組成物
。
【請求項８】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がセベラマーである、請求項３に記載の組成物。
【請求項９】
　治療有効量の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬をさらに含む、請求項１～８のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が、オメプラゾール、エソメプラゾール、
ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプラゾール、テナトプラゾール、レミノプラ
ゾール、ドントプラゾール、およびランソプラゾールから選択される、請求項９に記載の
組成物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである、請求項１０に記
載の組成物。
【請求項１２】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである、請求項１０に
記載の組成物。
【請求項１３】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである、請求項１０に
記載の組成物。
【請求項１４】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである、請求項１０に
記載の組成物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである、請求項１０に記
載の組成物。
【請求項１６】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである、請求項１０に
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記載の組成物。
【請求項１７】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がレミノプラゾールである、請求項１０に
記載の組成物。
【請求項１８】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がドントプラゾールである、請求項１０に
記載の組成物。
【請求項１９】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである、請求項１０に
記載の組成物。
【請求項２０】
　場合により少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤との組み合わせで処方される、制酸薬、ヒス
タミンＨ２受容体拮抗薬、γ－アミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作
動薬のプロドラッグ、およびプロテアーゼ阻害剤から選択される治療有効量の少なくとも
１つの作用剤をさらに含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの作用剤が制酸薬である、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記制酸薬が、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、水酸化カルシウム、水酸化マグネ
シウム、および水酸化アルミニウムのうちの１つ以上から選択される、請求項２１に記載
の組成物。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの作用剤がヒスタミンＨ２受容体拮抗薬である、請求項２０に記載
の組成物。
【請求項２４】
　前記ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬が、シメチジン、ファモチジン、ニザチジン、および
ラニチジンのうちの１つ以上から選択される、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの作用剤がＧＡＢＡ－Ｂ作動薬である、請求項２０に記載の組成物
。
【請求項２６】
　前記ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬がＲ－バクロフェンである、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つの作用剤がＧＡＢＡ－Ｂ作動薬プロドラッグである、請求項２０に
記載の組成物。
【請求項２８】
　前記ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬プロドラッグがＸＰ１９９８６である、請求項２７に記載の組
成物。
【請求項２９】
　前記作用剤が、アスパルチルプロテアーゼ阻害剤、キモトリプシン阻害剤、およびトリ
プシン阻害剤から選択されるプロテアーゼ阻害剤である、請求項２０に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記アスパルチルプロテアーゼ阻害剤がペプスタチン阻害剤である、請求項２９に記載
の組成物。
【請求項３１】
　前記アスパルチルプロテアーゼ阻害剤がペプシン阻害剤である、請求項２９に記載の組
成物。
【請求項３２】
　前記プロテアーゼ阻害剤がキモトリプシン阻害剤である、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３３】
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　前記プロテアーゼ阻害剤がトリプシン阻害剤である、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記上部胃腸管障害が、胃腸障害、胸焼け、びらん性食道炎、ＧＥＲＤ、消化性潰瘍、
食道炎、バレット食道、食道腺癌、咽頭炎、およびＧＥＲＤ関連肺機能障害から選択され
る、請求項１～３３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３５】
　請求項１～３３のいずれか一項に記載の組成物と、１種以上のハイドロゲルを含む胃内
滞留型ビヒクル組成物とを含み、胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）との接触時に剤形
が膨脹する、徐放性医薬剤形を必要とする被検体への経口投与用の徐放性医薬剤形。
【請求項３６】
　摂取を必要とする人が摂取した後、前記胃内滞留型ビヒクル組成物が膨脹し、３時間以
上にわたって剤形をその人の胃に保持する、請求項３５に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項３７】
　摂取を必要とする人が摂取した後、前記胃内滞留型ビヒクル組成物が膨脹し、８時間以
上にわたって剤形をその人の胃に保持する、請求項３５に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項３８】
　摂取を必要とする人が摂取した後、前記胃内滞留型ビヒクル組成物が膨脹し、２４時間
以上にわたって剤形をその人の胃に保持する、請求項３５に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項３９】
　前記胃内滞留型ビヒクル組成物が、少なくとも１種の結合剤と少なくとも１種の発泡剤
とをさらに含む、請求項３５に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項４０】
　前記結合剤が、ポロキサマー、ポリエチレングリコール、ポリエチレングリコール脂肪
酸エステル、グリセリルパルミトステアラート、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ベヘン酸グリセリル、ステアロイルマクロゴール－３２－グリセリド、ポリオキシエチレ
ンひまし油誘導体、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸誘導体、ステアリン酸ポリオキ
シエチレン、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンコポリマー、デンプン、ゼラチ
ン、糖類、例えばラクトース、スクロース、ブドウ糖および糖蜜、天然ゴムおよび合成ゴ
ム、例えばアカシア、アルギン酸ナトリウム、カルボキシメチルセルロース、メチルセル
ロース、ポリビニルピロリドン、エチルセルロースおよびワックス、のうちの１つ以上か
ら選択される、請求項３９に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項４１】
　前記発泡剤が、炭酸水素ナトリウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸カルシウム
、炭酸マグネシウム、および炭酸グリシンナトリウムのうちの１つ以上から選択される、
請求項３９に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項４２】
　前記胃内滞留型ビヒクル組成物が超崩壊剤をさらに含む、請求項３５に記載の徐放性医
薬剤形。
【請求項４３】
　前記超崩壊剤が、クロスポビドン、クロスカルメロースナトリウム、およびデンプング
リコール酸ナトリウムのうちの１つ以上から選択される、請求項４２に記載の徐放性医薬
剤形。
【請求項４４】
　前記ハイドロゲルが、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース、ナトリウムカルボキシメチルセルロース、寒天、アガロース、ローカストビーン
ガム、カラギーナン、アルギン酸、コンニャクガム、グアーガム、およびキサンタンガム
のうちの１つ以上から選択される、請求項３５に記載の徐放性医薬剤形。
【請求項４５】
　前記有効成分の割合が総重量に対して１０％～約７５％の量にある、請求項３５～４４
のいずれか一項に記載の徐放性医薬剤形。
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【請求項４６】
　前記有効成分の割合が総重量に対して１５％である、請求項４５に記載の徐放性医薬剤
形。
【請求項４７】
　前記有効成分の割合が総重量に対して４０％である、請求項４５に記載の徐放性医薬剤
形。
【請求項４８】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が０．０１ｇ～３００ｇの範囲である、請求項１～３３
のいずれか一項または請求項３５～４７のいずれか一項に記載の医薬剤形。
【請求項４９】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が１ｇ～３０ｇの範囲である、請求項４８に記載の医薬
剤形。
【請求項５０】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が０．２ｇ～６ｇの範囲である、請求項４８に記載の医
薬剤形。
【請求項５１】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が０．１ｇ～３ｇの範囲である、請求項４８に記載の医
薬剤形。
【請求項５２】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が０．０２ｇ～０．６ｇの範囲である、請求項４８に記
載の医薬剤形。
【請求項５３】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が０．０１ｇ～０．３ｇの範囲である、請求項４８に記
載の医薬剤形。
【請求項５４】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が２ｇ～６０ｇの範囲である、請求項４８に記載の医薬
剤形。
【請求項５５】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が５ｇ～１５０ｇの範囲である、請求項４８に記載の医
薬剤形。
【請求項５６】
　前記胆汁酸捕捉剤の治療有効量が１０ｇ～３００ｇの範囲である、請求項４８に記載の
医薬剤形。
【請求項５７】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が１ｍｇ～２００ｍｇの範囲
である、請求項９～３３のいずれか一項または請求項３５～５６のいずれか一項に記載の
医薬剤形。
【請求項５８】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が５ｍｇ～１００ｍｇの範囲
である、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項５９】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が１０ｍｇ～１２０ｍｇの範
囲である、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項６０】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が２０ｍｇ～１００ｍｇの範
囲である、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項６１】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が４０ｍｇ～１００ｍｇの範
囲である、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項６２】
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　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が５ｍｇ～８０ｍｇの範囲で
ある、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項６３】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が１０ｍｇ～４０ｍｇの範囲
である、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項６４】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬の治療有効量が１０ｍｇ～６０ｍｇの範囲
である、請求項５７に記載の医薬剤形。
【請求項６５】
　上部胃腸管障害を予防または治療する必要のある患者に、請求項１～３３のいずれか一
項に記載の組成物または請求項３５～６４のいずれか一項に記載の医薬剤形を治療有効量
で投与することを含む、上部胃腸管障害の予防又は治療方法。
【請求項６６】
　上部胃腸管障害を予防または治療する必要のある患者に、請求項１に記載の組成物を治
療有効量で投与することを含む、上部胃腸管障害の予防又は治療方法。
【請求項６７】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が、コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム
塩酸塩、ウルソデオキシコール酸、コレスチポール、セベラマー、架橋デキストランのジ
アルキルアミノアルキル誘導体、およびＮ－（シクロアルキル）アルキルアミンのうちの
１つ以上から選択される、請求項６６に記載の方法。
【請求項６８】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである、請求項６７に記載の方法
。
【請求項６９】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである、請求項６７に記載の方法。
【請求項７０】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム塩酸塩である、請求項６７に記載の
方法。
【請求項７１】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである、請求項６７に記載の方法
。
【請求項７２】
　前記少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がセベラマーである、請求項６７に記載の方法。
【請求項７３】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬を、同時に、別々に、あるいは順次投与す
ることをさらに含む、請求項６６～７２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７４】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が、オメプラゾール、エソメプラゾール、
ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプラゾール、テナトプラゾール、レミノプラ
ゾール、ドントプラゾール、およびランソプラゾールのうちの１つ以上から選択される、
請求項７３に記載の方法。
【請求項７５】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである、請求項７４に記
載の方法。
【請求項７６】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
【請求項７７】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
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【請求項７８】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
【請求項７９】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである、請求項７４に記
載の方法。
【請求項８０】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
【請求項８１】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がレミノプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
【請求項８２】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がドントプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
【請求項８３】
　前記少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである、請求項７４に
記載の方法。
【請求項８４】
　場合により少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤との組み合わせで処方される、制酸薬、ヒス
タミンＨ２受容体拮抗薬、γ－アミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作
動薬のプロドラッグ、およびプロテアーゼ阻害剤から選択される少なくとも１種の作用剤
を、治療有効量で、同時に、別々に、あるいは順次投与することをさらに含む、請求項６
６～８３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８５】
　前記少なくとも１つの作用剤が制酸薬である、請求項８４に記載の方法。
【請求項８６】
　前記制酸薬が、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、水酸化カルシウム、水酸化マグネ
シウム、および水酸化アルミニウムのうちの１つ以上から選択される、請求項８５に記載
の方法。
【請求項８７】
　前記少なくとも１つの作用剤がヒスタミンＨ２受容体拮抗薬である、請求項８４に記載
の方法。
【請求項８８】
　前記ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬が、シメチジン、ファモチジン、ニザチジン、および
ラニチジンのうちの１つ以上から選択される、請求項８７に記載の方法。
【請求項８９】
　前記少なくとも１つの作用剤がＧＡＢＡ－Ｂ作動薬である、請求項８４に記載の方法。
【請求項９０】
　前記ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬がＲ－バクロフェンである、請求項８９に記載の方法。
【請求項９１】
　前記少なくとも１つの作用剤がＧＡＢＡ－Ｂ作動薬プロドラッグである、請求項８４に
記載の方法。
【請求項９２】
　前記ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬プロドラッグがＸＰ１９９８６である、請求項９１に記載の方
法。
【請求項９３】
　前記作用剤が、アスパルチルプロテアーゼ阻害剤、キモトリプシン阻害剤、およびトリ
プシン阻害剤から選択されるプロテアーゼ阻害剤である、請求項８４に記載の方法。
【請求項９４】
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　前記アスパルチルプロテアーゼ阻害剤がペプスタチン阻害剤である、請求項９３に記載
の方法。
【請求項９５】
　前記アスパルチルプロテアーゼ阻害剤がペプシン阻害剤である、請求項９３に記載の方
法。
【請求項９６】
　前記プロテアーゼ阻害剤がキモトリプシン阻害剤である、請求項９３に記載の方法。
【請求項９７】
　前記プロテアーゼ阻害剤がトリプシン阻害剤である、請求項９３に記載の方法。
【請求項９８】
　前記上部胃腸管障害が、胃腸障害、胸焼け、びらん性食道炎、ＧＥＲＤ、消化性潰瘍、
食道炎、バレット食道、食道腺癌、咽頭炎、およびＧＥＲＤ関連肺機能障害からなる群か
ら選択される、請求項６５～９７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９９】
　前記上部胃腸管障害がＧＥＲＤである、請求項９８に記載の方法。
【請求項１００】
　前記ＧＥＲＤが不応答性ＧＥＲＤである、請求項９９に記載の方法。
【請求項１０１】
　前記上部胃腸管障害が消化性潰瘍である、請求項９８に記載の方法。
【請求項１０２】
　前記消化性潰瘍が食道潰瘍である、請求項１０１に記載の方法。
【請求項１０３】
　前記上部胃腸管障害がバレット食道である、請求項９８に記載の方法。
【請求項１０４】
　前記上部胃腸管障害が食道腺癌である、請求項９８に記載の方法。
【請求項１０５】
　前記上部胃腸管障害が咽頭炎である、請求項９８に記載の方法。
【請求項１０６】
　前記上部胃腸管障害が、喘息および咳から選択されるＧＥＲＤ関連肺機能障害である、
請求項９８に記載の方法。
【請求項１０７】
　重層扁平上皮が有害物質によって傷つかないように保護する必要のある患者に、請求項
１～３３のいずれか一項に記載の組成物または請求項３５～６４のいずれか一項に記載の
医薬剤形を治療有効量で投与することを含む、重層扁平上皮が有害物質によって傷つかな
いように保護するための方法。
【請求項１０８】
　１つ以上の容器に、治療有効量の請求項１～３３のいずれか一項に記載の組成物または
請求項３５～６４のいずれか一項に記載の医薬剤形と、取扱説明書を含むラベルまたは能
書とが入った、上部胃腸管障害を治療するためのキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、広義には上部胃腸管障害（upper gastrointestinal tract disorders）を治療
するための化合物と方法との組み合わせに関する。特に、本願は、食道障害の治療に少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤を使用することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食道には、その壁の筋肉部分（ｍｕｓｃｕｌａｒ　ｌｉｎｉｎｇ）が順に収縮すること
で、食物や液体、唾液を口から胃へと運ぶ働きがある。この作用は不随意であるため、通
常は誰もそれを自覚することがない。多くの人は、大きすぎるまま何かを嚥下したときや



(9) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

食べるのを急ぎすぎたとき、あるいはとても熱いかとても冷たい液体を飲んだときに、食
道の存在を実感した経験がある。このような場合、飲食物が食道を通って胃まで送られる
のが分かるが、それを不快に感じることもある。
【０００３】
　食道の筋層は通常、上端と下端の両方で、括約筋と呼ばれる筋肉によって狭窄状態に保
たれている。人が物を飲み込むと、括約筋が不随意に弛緩して飲食物が口から胃へと送ら
れる。この筋肉は飲食物を送り出すとすぐに閉じ、嚥下した飲食物が胃から吹きだして食
道や口に戻ってくるのを防いでいる。このような括約筋のおかげで、横になっているとき
や逆立ちをしているときですら、嚥下が可能になるのである。ヒトの場合は、炭酸飲料と
一緒に飲み込んだ空気や気体を吐き出すために曖気をすると、括約筋がゆるんで少量の飲
食物が一時的に戻ってくることがあり、この状態は逆流と呼ばれている。食道はすぐに収
縮して逆流物を胃に押し戻す。この程度の逆流と、それに対する食道の反応は、正常であ
るとみなされている。
【０００４】
　腐食性の胃酸が食道に逆流する酸逆流はほとんどの人になじみがあるが、肝臓で生成さ
れる消化液すなわち胆汁が小腸から胃と食道に流れて（逆流）起こる胆汁逆流については
、あまり知られていない。胆汁逆流は酸逆流と同時に生じることも多く、併発すると食道
壁（ｌｉｎｉｎｇ）の炎症や、食道癌の危険性が潜在的に高まることにつながる場合もあ
る。ＡＪＧ（１９９９）９４（１２）：３６４９～３６５０を参照のこと。胆汁逆流は胃
にも影響し、胃でさらに炎症を引き起こす。
【０００５】
　酸逆流とは異なり、胆汁逆流は通常、食事や生活習慣を変えることでは制御できない。
このため、胆汁逆流には特定の薬で対処するか、重症であれば手術で対処する症例がほと
んどである。しかしながら、どちらの解決策でも効果が得られないこともあり、人によっ
ては治療をしたのに胆汁逆流に悩まされ続けている。
【０００６】
　胆汁逆流は、酸逆流と症候が似ている上に、この２つの状態が同時に起こることも多い
ため、酸逆流と区別しにくい場合がある。酸逆流と違うのは、胆汁逆流では胃に炎症を生
じ、上腹部に鈍痛や灼熱痛を伴うことが多い点である。その他の症候として、胸焼けすな
わち、口の中が酸っぱく感じるとともに、ときおり咽頭部にまで広がる胸部の灼熱感の頻
発、悪心、吐胆、咳または嗄声があげられる。
【０００７】
　胆汁や胃酸が食道に逆流するのは、下部食道括約筋（ＬＥＳ）の機能が低下していると
きである。ＬＥＳは食道と胃とを隔てている。通常、この筋肉は食物を胃に送るときだけ
開き、それ以外の時はしっかりと閉じるようになっている。ところが、この弁に異常をき
たしてゆるんだり弱ったりすると、胃酸や胆汁が食道に流れ込み、重篤な合併症につなが
りかねない胸焼けや持続性炎症を生じることになる。
【０００８】
　胃は粘性の粘液コーティングによって胃酸による腐食作用から保護されているが、食道
にはこうした保護機能がないため、食道組織は胆汁逆流や酸逆流によって激しく損傷され
やすい。また、胆汁逆流が起こると、逆流のｐＨが中性またはアルカリ性であっても自然
に食道が傷付く可能性があるが、胆汁逆流と酸逆流の組み合わせは、胃食道逆流症すなわ
ちＧＥＲＤ、バレット（Ｂａｒｒｅｔｔ）食道、食道癌、胃炎などの合併症の危険性を高
め、特に有害であるように思われる。
【０００９】
　ＧＥＲＤというのは、胸焼け（ｐｙｒｏｓｉｓ）、胃酸逆流、つかえ感（ｏｂｓｔｒｕ
ｃｔｅｄ　ａｄｍｉｒａｔｉｏｎ）、嚥下困難、胸痛、食道での逆流や胃の内容物、十二
指腸液、膵液などの停滞が原因の胸にしみる感じ（ｐｅｒｍｅａｔｉｎｇ　ｆｅｅｌｉｎ
ｇ）ならびに同様の感覚など、さまざまな消化器症状を伴う疾患を包含する総称である。
この用語は、びらんや潰瘍が内視鏡的に認められる逆流性食道炎と、内視鏡では何ら異常
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が認められない食道狭窄タイプの非潰瘍性食欲不振（ＮＵＤ）の両方を含む。ＧＥＲＤは
、ＬＥＳがうまく閉じず、胃の内容物が食道に逆戻りすなわち逆流するときに発生する。
【００１０】
　食道裂孔ヘルニアがＧＥＲＤを生じる一因となっていることもあり、これはどの年代の
人にも起こり得る。ＧＥＲＤの原因となり得る他の要因としては、アルコール摂取、体重
過多、妊娠、喫煙、Ｚｏｌｌｉｎｇｅｒ－Ｅｌｌｉｓｏｎ症候群、高カルシウム血症、強
皮症があげられるが、これに限定されるものではない。また、柑橘類、チョコレート、カ
フェインを含む飲み物、高脂肪食および揚げ物、ニンニクやタマネギ、ミント風味のもの
、香辛料の入った食物ならびに、スパゲッティソースやチリ、ピザなどのトマトベースの
食物など、特定の食物が逆流の発生と関連している場合もある。
【００１１】
　食道の内側の粘膜は、縦走するひだをなす非角化重層扁平上皮で覆われている。食道の
内側が傷つくと、食道を覆っている正常な扁平上皮細胞が、通常はヒトには見られない特
殊円柱上皮と呼ばれるタイプの細胞に変化する。このような酸逆流による食道の細胞変性
は、バレット食道として知られている。胸焼けのない人でもバレット食道にかかっている
こともあるが、この症状のある人では約３～５倍もの高い確率でバレット食道が認められ
る。バレット食道には自覚症状がなく、特定の種類の癌すなわち食道腺癌の発症につなが
ると思われるという点だけで重要視されている。バレット食道患者では、そうでない人と
比べて腺癌発症の危険性が３０～１２５倍高い。このタイプの癌は白人男性で急激に増加
している。こうした増加が肥満ならびにＧＥＲＤの増加と関連している可能性もある。
【００１２】
　バレット食道には、食道を外科的に摘出する以外に治療法がないが、これは大がかりな
手術である。外科手術が推奨されるのは、癌を発症する危険性が高いかすでに癌が発症し
ている人々だけである。制酸剤でＧＥＲＤを治療すればバレット組織の程度の改善に結び
付くこともあるため、ほとんどの医師はこうした薬剤を使うようすすめてきた。しかしな
がら、この方法で癌の危険性が下がると証明されているわけではない。また、ＧＥＲＤに
対する外科的手法で逆流を治療しても、バレット食道が治癒するようには見えない。現在
、いくつかの異なる実験方法が研究段階にある。内視鏡で確認しながらバレット組織を熱
または他の手段で破壊することで症状をなくせないかと調べる試みもなされている。しか
しながら、この方法には潜在的な危険性があり、効果も確認されていない。
【００１３】
　食道癌は、食道の端から端までの範囲でほぼどこにでも起こり得るが、胃に近い腺細胞
から始まる（腺癌）ことが多い。食道癌は、かなり進行するまで診断がなされない場合が
あるため、この疾患を持つ患者の予後が良くないことも多い。喫煙、アルコールの多量摂
取、バレット食道炎などで食道が長期間にわたって刺激を受けていると、食道での癌の危
険性が増す。このように、食道癌と胆汁逆流および酸逆流との間には関連性がある。動物
モデルでは、胆汁逆流だけでも食道の癌を引き起こすことが明らかになっている。
【００１４】
　胸焼けや消化不良を効果的に治療できる多数の薬がある。現在、ＧＥＲＤおよび上部Ｇ
Ｉ管障害の治療に用いられている主な処置剤には、ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはプ
ロトンポンプ阻害薬（ＰＰＩ）を使うなどの方法で胃の酸性度を下げる作用剤を含む。胃
での酸の生成を阻害する薬剤にはＨ２ブロッカーがある。一例としてのヒスタミンＨ２受
容体拮抗薬としては、たとえば、シメチジン（商品名ＴＡＧＡＭＥＴ　ＨＢ（登録商標）
で販売されているものなど）、ファモチジン（商品名ＰＥＰＣＩＤ　ＡＣ（登録商標）で
販売されているものなど）、ニザチジン（商品名ＡＸＩＤ　ＡＲ（登録商標）で販売され
ているものなど）、ラニチジン（商品名ＺＡＮＴＡＣ　７５（登録商標）で販売されてい
るものなど）があげられる。どちらのタイプの薬も胸焼けの治療には効果的であり、通常
はその症状を短時間で解消するものである。
【００１５】
　ＰＰＩは、壁細胞からの酸の分泌を担うＨ＋／Ｋ＋　ＡＴＰａｓｅプロトンポンプを阻
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害することで作用する。オメプラゾールなどのＰＰＩならびにその薬学的に許容される塩
については、たとえば、欧州特許第０５１２９号明細書、同第１２４４９５号明細書、米
国特許第４，２５５，４３１号明細書に開示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　効力について十分な裏付けがあるにもかかわらず、ＰＰＩには大きな制約がある。これ
らの薬剤は、薬物動態の点で患者間のばらつきがかなり大きい上に、他の薬剤との間で著
しい相互作用を生じる場合がある。たとえば、ＰＰＩ阻害薬単独での治療に応答性を示さ
ない患者は、これに応答しないこともある。なぜなら、ＰＰＩによって胃からの酸逆流が
減ったとしても、十二指腸からの胆汁酸が依然として存在するからである。よって、胃腸
病学ではＰＰＩによる活性の改善が取り組むべき課題として十分に認識されており、従来
技術においてはＰＰＩの単独投与による治療に応答性を示さない上部ＧＩ管障害に対処し
てこれを克服することに需要がある。
【００１７】
　したがって、胃酸分泌および胆汁酸分泌のうちの一方または両方の阻害が必要な病態に
対する効果的な治療の開発が有用であろう。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　簡単に説明すると、本願は、胃酸分泌および胆汁酸分泌のうちの一方または両方の阻害
が望ましい上部胃腸障害の治療について開示するものである。
【００１９】
　上記によれば、本願は、たとえば、胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）、胸焼け、消化不良、胃
腸障害、びらん性食道炎、消化性潰瘍、胃潰瘍、ＮＳＡＩＤ起因性潰瘍、十二指腸潰瘍、
食道潰瘍、食道炎、咽頭炎、Ｍｅｃｋｅｌ憩室潰瘍、バレット食道、食道腺癌、咽頭炎、
ＧＥＲＤ関連肺機能障害（喘息および／または咳など）などの上部ＧＩ管障害を治療また
は予防するための組成物および方法を開示するものである。
【００２０】
　第１の態様では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を治療有効量で含有する組成物であっ
て、上部ＧＩ管障害を治療または予防する、あるいは重層扁平上皮が有害物質によって傷
つかないように保護するのに有用な組成物が開示される。
【００２１】
　特定の実施形態では、胆汁酸捕捉剤としては、コレスチラミン（すなわち、ＱＵＥＳＴ
ＲＡＮ（登録商標）、ＱＵＥＳＴＲＡＮ　ＬＩＧＨＴ（登録商標）、ＣＨＯＬＹＢＡＲ（
登録商標）、ＣＡ登録番号１１０４１－１２－６）、コレセベラム（すなわち、ＷＥＬＣ
ＨＯＬ（登録商標）、ＣＡ登録番号１８２８１５－４３－６および１８２８１５－４４－
７）、ウルソデオキシコール酸（すなわち、ＣＡ登録番号１２８－１３－２）、コレスチ
ポール（すなわち、ＣＯＬＥＳＴＩＤ（登録商標）、ＣＡ登録番号５０９２５－７９－６
および３７２９６－８０－３）、セベラマー、架橋デキストランのジアルキルアミノアル
キル誘導体、ＬＯＣＨＯＬＥＳＴ（登録商標）、ＤＥＡＥ－Ｓｅｐｈａｄｅｘ（ＳＥＣＨ
ＯＬＥＸ（登録商標）、ＰＯＬＩＤＥＸＩＤＥ（登録商標））、３，３－イオエン、Ｎ－
（シクロアルキル）アルキルアミン、ポリグルサムなどの水溶性誘導体、不溶性四級化ポ
リスチレン、サポニンおよびこれらの混合物、国際公開第９７／１１３４５号パンフレッ
ト、同第９８／５７６５２号パンフレット、米国特許第３６９２８９５号明細書、同第５
７０３１８８号明細書に開示された胆汁酸捕捉剤（これらの薬学的に許容される塩または
混合物を含む）があげられるが、これに限定されるものではない。好適な無機コレステロ
ール捕捉剤としては、サリチル酸ビスマス＋モンモリロナイトクレー、水酸化アルミニウ
ム、炭酸カルシウム制酸薬があげられる。
【００２２】
　他の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を治療有効量で含有する組成物に、
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さらに少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬を治療有効量で含むことが可能である。
【００２３】
　特定の実施形態では、プロトンポンプ阻害薬として、たとえば以下の化合物のうちのい
ずれかがあげられる。オメプラゾール（すなわち、ＰＲＩＬＯＳＥＣ（登録商標）、ＺＥ
ＧＥＲＩＤ（登録商標）、ＬＯＳＥＣ（登録商標）、ＣＡ登録番号７３５９０－５８－６
）、エソメプラゾール（すなわち、ＮＥＸＩＵＭ（登録商標）、ペルプラゾール、ｓ－オ
メプラゾールマグネシウム、ＣＡ登録番号１６１９７３－１０－０）、ランソプラゾール
（すなわち、ＰＲＥＶＡＣＩＤ（登録商標）、ＺＯＴＯＮ（登録商標）、ＩＮＨＩＢＩＴ
ＯＬ（登録商標）、ＣＡ登録番号１０３５７７－４５－３）、パントプラゾール（すなわ
ち、ＰＲＯＴＯＮＩＸ（登録商標）、ＰＲＯＴＩＵＭ（登録商標）、ＳＯＭＡＣ（登録商
標）、ＰＡＮＴＯＬＯＣ（登録商標）、ＣＡ登録番号１０２６２５－７０－７）、ラベプ
ラゾール（すなわち、ＲＡＢＥＣＩＤ（登録商標）、ＡＣＩＰＨＥＸ（登録商標）、ＰＡ
ＲＩＥＴ（登録商標）、ハベプラゾール、パリプラゾール、ＣＡ登録番号１１７９７６－
８９－３および１１７９７６－９０－６）、テナトプラゾール（すなわち、ベナトプラゾ
ール、Ｓ－テナトプラゾール－Ｎａ　ＳＴＵ－Ｎａ、ＣＡ登録番号１１３７１２－９８－
４）、レミノプラゾール（すなわち、ＣＡ登録番号１０４３４０－８６－５）、ドントプ
ラゾール（ｄｏｎｔｏｐｒａｚｏｌｅ）（すなわち、ＣＡ登録番号３５０５０７－３５－
６）、ランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）（すなわち、ＣＡ登録番号８３２
１０３－６７－０）またはこれらの薬学的に許容される塩または混合物。
【００２４】
　他の実施形態では、本明細書に記載の組成物（胆汁酸捕捉剤単独として調製されるか、
プロトンポンプ阻害薬と同時処方されるかを問わない）はさらに、ＧＥＲＤおよび他の上
部ＧＩ管障害の治療に用いられる、胃の酸性度を下げるための店頭購入可能な（ＯＴＣ）
多数の市販薬を１種または組み合わせで任意に含む形で処方可能なものである。このよう
な市販のＯＴＣ薬としては、ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬および制酸薬があげられるが、
これに限定されるものではない。
【００２５】
　一例としてのヒスタミンＨ２受容体拮抗薬としては、たとえば、シメチジン（商品名Ｔ
ＡＧＡＭＥＴ　ＨＢ（登録商標）で販売されているものなど）、ファモチジン（商品名Ｐ
ＥＰＣＩＤ　ＡＣ（登録商標）で販売されているものなど）、ニザチジン（商品名ＡＸＩ
Ｄ　ＡＲ（登録商標）で販売されているものなど）、ラニチジン（商品名ＺＡＮＴＡＣ　
７５（登録商標）で販売されているものなど）があげられる。
【００２６】
　一例としての制酸薬として、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、水酸化カルシウム、
水酸化マグネシウムまたは水酸化アルミニウムなどの不溶性無機塩があげられるが、これ
に限定されるものではない。代表的な市販制酸薬製品としては、ＴＵＭＳ（登録商標）、
ＭＩＬＫ　ｏｆ　ＭＡＧＮＥＳＩＡ（登録商標）、ＭＡＡＬＯＸ　ＰＬＵＳ（登録商標）
、ＡＬＫＡ－ＳＥＬＴＺＥＲ（登録商標）、ＭＹＬＡＮＴＡ（登録商標）、ＰＥＰＴＯ－
ＢＩＳＭＯＬ（登録商標）、ＲＩＯＰＡＮ（登録商標）、およびＲＯＬＡＩＤＳ（登録商
標）があげられるが、これに限定されるものではない。
【００２７】
　さらに他の実施形態では、本明細書に記載の組成物（胆汁酸捕捉剤単独として調製され
るか、プロトンポンプ阻害薬および別の作用剤と同時処方されるかを問わない）は、γ－
アミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグ、およびプ
ロテアーゼ阻害剤のうちの１つまたは組み合わせを任意に含むよう処方可能なものである
。
【００２８】
　一例としてのＧＡＢＡ－Ｂ作動薬には、たとえば、バクロフェンがある。一実施形態で
は、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬がＲ－バクロフェンである。
【００２９】
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　ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬の一例としてのプロドラッグには、たとえば、ＸＰ１９９８６（Ｃ
ＡＳ登録番号８４７３５３－３０－４）がある。
【００３０】
　一例としてのプロテアーゼ阻害剤としては、たとえば、ペプスタチン阻害剤および他の
ペプシン阻害剤（安息香酸ナトリウムなど）などのアスパルチルプロテアーゼ阻害剤；キ
モトリプシン阻害剤およびトリプシン阻害剤があげられる。多岐にわたるトリプシン阻害
剤およびキモトリプシン阻害剤が当業者間で周知であり、本明細書に記載の方法で使用可
能である。このようなトリプシン阻害剤およびキモトリプシン阻害剤としては、組織因子
経路阻害因子；α２抗プラスミン；セルピンα１抗キモトリプシンファミリメンバ；ゲリ
ン（ｇｅｌｉｎ）；ヒルスタシン（ｈｉｒｕｓｔａｓｉｎ）；エグリンＣを含むエグリン
；Ｂｏｍｂｙｘ　ｍｏｒｉ由来の阻害因子（特開平４－１３６９８号公報および同第４－
１３６９７号公報；ＣＡ登録番号１４２６２８－９３－１などを参照のこと）；ヒルジン
およびその変異体；分泌型白血球プロテアーゼ阻害剤（ＳＬＰＩ）；α１抗トリプシン；
Ｂｏｗｍａｎ－Ｂｉｒｋプロテアーゼ阻害剤（ＢＢＩ）；ＣＡＳ登録番号３０６７６２－
６６－３、３０６７６２－６７－４、３０６７６２－６８－５、３０６７６２－６９－６
、３０６７６２－７０－９、３０６７６２－７１－０、３０６７６２－７２－１、３０６
７６２－７３－２、３０６７６２－７４－３、３０６７６２－７５－４、１７８３３０－
９２－２、１７８３３０－９３－３、１７８３３０－９４－４、８１４５９－６２－３、
８１４５９－７９－２、８１４６０－０１－７、８５４７６－５９－１、８５４７６－６
２－６、８５４７６－６３－７、８５４７６－６７－１、８５４７６－７０－６、８５８
５８－６６－８、８５８５８－６８－０、８５８５８－６９－１、８５８５８－７０－４
、８５８５８－７１－５、８５８５８－７２－６、８５８５８－７３－７、８５８５８－
７５－９、８５８５８－７７－１、８５８５８－７９－３、８５８５８－８１－７、８５
８５８－８３－９、８５８５８－８４－０、８５８５８－８５－１、８５８５８－８７－
３、８５８５８－８９－５、８５８５８－９０－８、８５８５８－９２－０、８５８７９
－０３－４、８５８７９－０５－６、８５８７９－０６－７、８５８７９－０８－９、８
５８５８－７４－８、９０１８６－２４－６、９０１８５－９３－６、８９７０３－１０
－６、１３８３２０－３３－９（ＹＳ３０２５）、９４１４９－４１－４（ＭＲ８８９）
、８５８５８－７６－０、８９７０３－１０－６、９０１８５－９２－５、９０１８５－
９６－９、９０１８５－９８－１、９０１８６－００－８、９０１８６－０１－９、９０
１８６－０５－３、９０１８６－０６－４、９０１８６－０７－５、９０１８６－０８－
６、９０１８６－０９－７、９０１８６－１０－０、９０１８６－１１－１、９０１８６
－１２－２、９０１８６－１３－３、９０１８６－１４－４、９０１８６－２２－４、９
０１８６－２３－５、９０１８６－２４－６、９０１８６－２５－７、９０１８６－２７
－９、９０１８６－２８－０、９０１８６－２９－１、９０１８６－３１－５、９０１８
６－３５－９、９０１８６－４３－９、９０２０９－８８－４、９０２０９－８９－５、
９０２０９－９２－０、９０２０９－９４－２、９０２０９－９６－４、９０２０９－９
７－５、９０２１０－０１－８、９０２１０－０３－０、９０２１０－０４－１、９０２
１０－２５－６、９０２１０－２６－７、９０２１０－２８－９、９０２３０－８４－５
、９０４０９－８４－０、９５４６０－８６－９、９５４６０－８７－０、９５４６０－
８８－１、９５４６０－８９－２、９５４６０－９１－６、１１４９４９－００－７、１
１４９４９－０１－８、１１４９４９－０２－９、１１４９４９－０３－０、１１４９４
９－０４－１、１１４９４９－０５－２、１１４９４９－０６－３、１１４９４９－１８
－７、１１４９４９－１９－８、１１４９６４－６９－１、１１４９６４－７０－４、９
０７６－４４－２（キモスタチン）、３０８２７－９９－７（Ｐｅｆａｂｌｏｃ）、６１
８－３９－３（ベンズアミジン）、８０４４９－３１－６（ウリニスタチン（ｕｒｉｎｉ
ｓｔａｔｉｎ））、１３０９８２－４３－３、１９７９１３－５２－３、１７９３２４－
２２－２、２７４９０１－１６－５、７９２１６３－４０－７、３３９１６９－５９－４
、２４３４６２－３６－４、６５４６７１－７８－０、５５１２３－６６－５（ロイペプ
チン）、９０１－４７－３、４２７２－７４－６、５１０５０－５９－０、２２１０５１
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－６６－７、８０４４９－３１－６、５５－９１－４、６０－３２－２、８８０７０－９
８－８、８７９２８－０５－０、４０２－７１－１（ベンゼンスルホンアミド）、１３９
４６６－４７－０で表されるキモトリプシン阻害剤、ＣＩ－２Ａ（米国特許第５１６７４
８３号明細書参照）、ＣＩ－２Ａ（国際公開第９２／０５２３９号パンフレットを参照の
こと）、ＷＣＩ－３（Ｓｈｉｂａｔａ　ｅｔ　ａｌ．１９８８　Ｊ　Ｂｉｏｃｈｅｍ（Ｔ
ｏｋｙｏ）１０４：５３７～４３を参照のこと）、ＷＣＩ－２（Ｈａｂｕ　ｅｔ　ａｌ．
１９９２　Ｊ　Ｂｉｏｃｈｅｍ（Ｔｏｋｙｏ）１１１：２４９～５８を参照のこと）、Ｗ
ＣＩ－ｘ（Ｈａｂｕ　ｅｔ　ａｌ．、上掲）および１７８３３０－９５－５；特開昭５６
－９２２１７号公報、米国特許第４７５５３８３号明細書、同第４７５５３８３号明細書
、同第４６３９４３５号明細書、同第４６２０００５号明細書、同第４８９８８７６号明
細書、欧州特許第０１２８００７号明細書に記載されているキモトリプシン阻害活性のあ
る化合物をあげることができる。
【００３１】
　第２の態様では、本明細書に記載の組成物のいずれかを胃内に滞留させるための医薬組
成物が開示されているが、これは活性剤（active agents）の徐放性を提供するものであ
る。特定の実施形態では、この医薬剤形（pharmaceutical dosage form）は、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤と、胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）との接触時に剤形が膨脹す
るように１種以上のハイドロゲルを含有する胃内滞留型ビヒクル組成物とを含有する。
【００３２】
　特定の実施形態では、医薬剤形が、６～２４時間（６、７、８、９、１０、１１、１２
、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３または２４時間
など）またはそれよりも長時間にわたって保持される。
【００３３】
　特定の実施形態では、活性剤成分を錠剤の形にすることが可能であり、これが好適な希
釈剤、流動促進剤、滑沢剤、酸味料、安定剤、膨張剤、および他の薬学的に許容される賦
形剤をさらに含むものであってもよい。
【００３４】
　一例としてのハイドロゲルとしては、たとえば、ヒドロキシプロピルメチルセルロース
、ヒドロキシプロピルセルロース、ナトリウムカルボキシメチルセルロース、寒天、アガ
ロース、ローカストビーンガム、カラギーナン、アルギン酸、コンニャクガム、グアーガ
ム、およびキサンタンガムがあげられる。
【００３５】
　他の実施形態では、胃内滞留型ビヒクル組成物に、超崩壊剤（superdisintegrant）、
結合剤、および発泡剤のうちの１つ以上をさらに含むことが可能である。
【００３６】
　一例としての超崩壊剤としては、たとえば、クロスポビドン、クロスカルメロースナト
リウム、およびデンプングリコール酸ナトリウムがあげられる。
【００３７】
　一例としての結合剤としては、たとえば、ポロキサマー、ポリエチレングリコール、ポ
リエチレングリコール脂肪酸エステル、グリセリルパルミトステアラート、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル、ベヘン酸グリセリル、ステアロイルマクロゴール－３２－グリ
セリド、ポリオキシエチレンひまし油誘導体、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸誘導
体、ステアリン酸ポリオキシエチレン、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンコポ
リマー、デンプン、ゼラチン、さらにはラクトース、スクロース、ブドウ糖および糖蜜な
どの糖類、アカシア、アルギン酸ナトリウム、カルボキシメチルセルロース、メチルセル
ロース、ポリビニルピロリドン、エチルセルロースおよびワックスなどの天然ゴムおよび
合成ゴムがあげられる。
【００３８】
　一例としての発泡剤としては、たとえば、炭酸水素ナトリウム、炭酸ナトリウム、炭酸
カリウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、および炭酸グリシンナトリウムがあげら
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れる。
【００３９】
　第３の態様では、上部胃腸管障害の治療または予防を必要とする患者に、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤を治療有効量で含有する組成物を投与することで、上部胃腸管障害を治
療または予防するための方法が開示される。
【００４０】
　特定の実施形態では、患者は、胃腸障害、胸焼け、びらん性食道炎ＧＥＲＤ、消化性潰
瘍、食道炎、バレット食道、および食道腺癌を含むがこれに限定されるものではない、上
部ＧＩ管障害に羅患している（または発症の疑いがある）ものであってもよい。
【００４１】
　他の実施形態では、この方法は、１種以上のプロトンポンプ阻害薬を、治療有効量で、
同時に、別々に、あるいは順次投与することを含み得る。
【００４２】
　さらに他の実施形態では、この方法は、制酸薬、ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬、γ－ア
ミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグ、およびプロ
テアーゼ阻害剤から選択される１種以上の作用剤を、同時に、別々に、あるいは順次投与
することを含み得る。
【００４３】
　他の実施形態では、組成物が経口投与に適した形態をしている。
【００４４】
　もうひとつの態様では、重層扁平上皮が有害物質によって傷つかないように保護する必
要のある個体に、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を含む組成物を治療有効量で投与するこ
とによって、重層扁平上皮が有害物質によって傷つかないように保護するための方法が開
示される。
【００４５】
　特定の実施形態では、この方法は、１種以上のプロトンポンプ阻害薬を、治療有効量で
、同時に、別々に、あるいは順次投与することを含み得る。
【００４６】
　他の実施形態では、この方法は、制酸薬、ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬、γ－アミノ酪
酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグ、およびプロテアー
ゼ阻害剤から選択される１種以上の作用剤を、同時に、別々に、あるいは順次投与するこ
とを含み得る。
【００４７】
　さらに別の態様では、１つ以上の容器に、本明細書にて詳細に説明するような治療有効
量の組成物と、取扱説明書を含むラベルまたは能書きとが入った、上部ＧＩ管障害を治療
するためのキットが開示される。
【００４８】
　本開示内容の以上の目的および他の目的、特徴、利点が、添付の実施例を参照したさま
ざまな開示の態様についての以下の詳細な説明から明らかになろう。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　本願は、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を単独あるいは、さまざまな上部胃腸（ＧＩ）
管障害および関連症状を治療または予防するのに有用な他の活性剤との組み合わせで含有
する組成物を開示するものである。
【００５０】
　本願はさらに、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤とを含む組成物であって、通常は縦走するひだをなす非角化重層扁平上皮である食道
の上皮細胞培養に投与すると、いずれかの作用剤単独の場合よりも大きな効力で特殊円柱
細胞（前癌性を示す）への変換を阻害する利点が得られる組成物を開示するものである。
【００５１】
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　したがって、本明細書に開示の組成物は、たとえば、胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）（不応
答性ＧＥＲＤを含む）、胸焼け、消化不良、胃腸障害、びらん性食道炎、消化性潰瘍、胃
潰瘍、ＮＳＡＩＤ起因性潰瘍、十二指腸潰瘍、食道潰瘍、食道炎、咽頭炎、Ｍｅｃｋｅｌ
憩室潰瘍、バレット食道、食道腺癌、および咽頭炎などのさまざまな上部胃腸（ＧＩ）管
障害および関連症状を治療または予防するための方法において有用である。
【００５２】
　本願は、単独あるいは、治療有効量での少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬または
その薬学的に許容される塩との組み合わせで配合される、治療有効量での少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤またはその薬学的に許容される塩を含む組成物を含む。一実施形態では、
本明細書に開示の組成物は、１つ以上の市販の制酸薬、ヒスタミンＨ２受容体拮抗薬、γ
－アミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグ、および
プロテアーゼ阻害剤を含むまたはこれと組み合わせで（同時に、別々に、あるいは順次の
いずれかで）投与することが可能なものである。
【００５３】
　特定の実施形態では、本明細書に開示の組成物はいずれも、治療有効量での本明細書に
記載の組成物のうちの１つと、胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）との接触時に剤形が
膨脹して当該剤形を患者の胃に長時間にわたって保持するように１種以上のハイドロゲル
を含む胃内滞留型ビヒクル組成物とを含む徐放性医薬剤形（sustained-release pharmace
utical dosage form）として提供可能なものである。
【００５４】
　また、本願は、上部ＧＩ管障害を治療または予防する必要のある患者に、本明細書にて
詳細に開示および説明したような医薬組成物を治療有効量で投与することによって、上部
ＧＩ管障害を治療または予防するための方法も含む。
【００５５】
　同様に、本願は、重層扁平上皮が有害物質によって傷つかないように保護する必要のあ
る患者に、本明細書にて詳細に開示および説明したような医薬組成物を治療有効量で投与
することによって、重層扁平上皮が有害物質によって傷つかないように保護するための方
法も含む。
【００５６】
　上記ならびに本開示全体をとおして、読み手の助けになるよう以下の用語を使用する。
特に定義しないかぎり、本明細書で用いる専門用語、表記、他の科学技術分野および医学
分野の語句や学術用語はいずれも、化学および医学分野の従来技術において当業者らが一
般に理解している意味での使用を想定したものである。場合によっては、一般に理解され
ている意味の用語でも、分かりやすくする目的および／または読み手の参考に本明細書で
定義しているものもあり、特に明記しないかぎり、このような定義を本明細書に含むこと
が、必ずしも従来技術において通常理解されているような用語の定義との実質的な差を表
すものとはみなされないものとする。
【００５７】
　本明細書で使用する場合、症状または被検体の「治療する」または「治療」とは、臨床
結果を含む有益な結果または望ましい結果を得るための措置を講じることを示す。本開示
の目的で、有益または望ましい臨床結果としては、脂質代謝障害、脂肪肝疾患、肝炎また
は勃起不全に関連する１つまたは複数の疾患、徴候または症状の軽減または寛解があげら
れるが、これに限定されるものではない。
【００５８】
　本明細書で使用する場合、本明細書に記載の薬剤または医薬組成物または製剤あるいは
作用剤の「治療有効量」とは、疾患または症状のある被検体に投与したときに、被検体に
おける疾患または症状の１つまたは複数の兆候の軽減、寛解、緩和または除去などの意図
した治療効果を発揮する薬剤または作用剤の量である。完全な治療効果が必ずしも一回投
与で得られるとはかぎらず、一連の投与後にのみ得られることがある。よって、治療有効
量を１回または複数回で投与してもよい。
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【００５９】
　本明細書で使用する場合、本明細書に記載の薬剤または医薬組成物または製剤あるいは
作用剤の「予防有効量」とは、被検体に投与したときに、疾患または症状の発症（または
再発）の予防または遅延あるいは、疾患または症状の発症（または再発）の尤度低減など
の意図した予防効果を発揮する薬剤または作用剤の量である。完全な予防効果が必ずしも
一回投与で得られるとはかぎらず、一連の投与後にのみ得られることがある。よって、予
防有効量を１回または複数回で投与してもよい。
【００６０】
　本明細書で使用する場合かつ当業者によって理解されるように、「化合物」または「組
成物」という表現は、その化合物の塩、溶媒和物および包接錯体ならびに立体異性体ある
いは、その化合物の上記のような形態が任意の割合で含まれる混合物を包含することを意
図したものである。
【００６１】
　「薬学的に許容される塩」という用語は、薬学的に許容される無毒の酸または塩基（無
機の酸および塩基と有機の酸および塩基を含む）から調製される塩を示す。本開示の化合
物が塩基性であれば、薬学的に許容される無毒の酸（無機酸および有機酸を含む）から塩
を調製できる。本開示の化合物に適した、薬学的に許容される酸付加塩としては、酢酸、
ベンゼンスルホン酸（ベシル酸塩）、安息香酸、カンファースルホン酸、クエン酸、エテ
ンスルホン酸、フマル酸、グルコン酸、グルタミン酸、臭化水素酸、塩酸、イセチオン酸
、乳酸、マレイン酸、リンゴ酸、マンデル酸、メタンスルホン酸、ムチン酸、硝酸、パモ
酸、パントテン酸、リン酸、コハク酸、硫酸、酒石酸、ｐ－トルエンスルホン酸などがあ
げられる。化合物が酸性側鎖を含有する場合、本開示の化合物に適した薬学的に許容され
る塩基付加塩として、アルミニウム、カルシウム、リチウム、マグネシウム、カリウム、
ナトリウムおよび亜鉛の金属塩あるいは、リジン、Ｎ，Ｎ’－ジベンジルエチレンジアミ
ン、クロロプロカイン、コリン、ジエタノールアミン、エチレンジアミン、メグルミン（
Ｎ－メチルグルカミン）およびプロカインの有機塩があげられる。
【００６２】
　本明細書に詳細に記載する組成物または製剤の投与としては、平行投与（すなわち、時
間をかけて製剤の各要素を被検体に投与）、同時投与または逐次投与（製剤の各要素を、
たとえばおおよそ数秒以内のほぼ同時から数時間以内の間隔で投与）、同時処方（ｓｉｍ
ｕｌｔａｎｅｏｕｓ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ）または同時処方（ｃｏ－ｆｏｒｍｕｌａ
ｔｉｏｎ）（この場合、製剤の各要素を組み合わせまたは配合して、経口または非経口投
与に適した単一の剤形にしてある）があげられる。
【００６３】
　たとえばプロトンポンプ阻害薬と胆汁酸捕捉剤など、別々に処方・投与される２種また
はそれよりも多い作用剤を投与するか、あるいは２種またはそれよりも多い作用剤を単一
の製剤で投与することで、併用療法を実現することが可能である。他の組み合わせも併用
療法に包含される。たとえば、２種類の作用剤を一緒に処方し、第３の作用剤を含有する
別の製剤と同時に投与することが可能である。併用療法での２種またはそれよりも多い作
用剤については、同時投与してもよいし、そうでなくてもよい。たとえば、第１の作用剤
（または複数の作用剤の組み合わせ）の投与後、数分、数時間、数日または数週間あけて
第２の作用剤（または複数の作用剤の組み合わせ）を投与することが可能である。よって
、２種またはそれよりも多い作用剤を数分以内あるいは、１時間以内、２時間以内、３時
間以内、６時間以内、９時間以内、１２時間以内、１５時間以内、１８時間以内または２
４時間以内にあるいは、１日以内、２日以内、３日以内、４日以内、５日以内、６日以内
、７日以内、８日以内、９日以内、１０日以内、１２日以内、１４日以内または２週間以
内、３週間以内、４週間以内、５週間以内、６週間以内、７週間以内、８週間以内、９週
間以内または１０週間以内の間隔で投与可能である。場合によっては、これよりも長い間
隔も可能である。多くの場合、併用療法で用いる２種またはそれよりも多い作用剤が同時
に患者の体内にあることが望ましいが、そうでなくてもよい。
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【００６４】
　併用療法としては、組み合わせて用いられる１種または複数の作用剤を２回またはそれ
よりも多く投与することを含み得る。たとえば、作用剤Ｘと作用剤Ｙを組み合わせて用い
る場合、これらを任意の組み合わせにして、Ｘ－Ｙ－Ｘ、Ｘ－Ｘ－Ｙ、Ｙ－Ｘ－Ｙ、Ｙ－
Ｙ－Ｘ、Ｘ－Ｘ－Ｙ－Ｙなどの順に１回で投与または複数回に分けて逐次投与すればよい
。
【００６５】
　「被検体」または「患者」とは、哺乳動物、好ましくはヒトであるが、たとえばコンパ
ニオンアニマル（イヌ、ネコなど）、家畜（ウシ、ヒツジ、ブタ、ウマなど）、実験動物
（ラット、マウス、モルモットなど）などの獣医学的な治療を必要とする動物であっても
よい。
【００６６】
　「感受性個体」または「それを必要とする患者」とは、上部ＧＩ管障害に羅患する、羅
患している、あるいは羅患しやすいか羅患の素地がある個体のことである。ヒトの場合、
これらの症状には、たとえば、胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）、胸焼け、消化不良、胃腸障害
、びらん性食道炎、消化性潰瘍、胃潰瘍、ＮＳＡＩＤ起因性潰瘍、十二指腸潰瘍、食道潰
瘍、食道炎、咽頭炎、Ｍｅｃｋｅｌ憩室、バレット食道、食道腺癌または咽頭炎を含み得
る。動物の場合は、これらの症状には、たとえば噴門洞の消化性潰瘍を含み得る。
【００６７】
　本明細書で使用する場合、「不応答性ＧＥＲＤ」とは、その症状の治療に用いられてい
る現時点での治療法には応答しない慢性的な逆流障害を示す。そのような治療法としては
、たとえば、従来技術において周知のプロトンポンプ阻害薬、Ｈ２ブロッカー、およびさ
まざまな制酸薬の投与があげられる。
【００６８】
　本明細書で使用する「有害物質」とは、重層扁平上皮のｉｎ　ｖｉｖｏでの傷の原因と
なる物質を示す。このような「有害物質」の例として、胃酸、ＨＣｌ、Ｎ－アセチルシス
テイン、ペプシン、酸－ペプシンあるいは、上皮組織と接触する他の刺激物を含むがこれ
に限定されるものではない、酸または他の物質があげられる。
【００６９】
　「胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）」および「胃液」という用語は、本明細書全体
で同義に用いられ、水や分泌物を含めて胃の中にある流体を指す。「疑似胃液（ｇａｓｔ
ｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）」とは通常、胃内の物質の化学的挙動または生物学的挙動を評価す
るよう設計された実験で真の胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）に有用な代替物を提供
するものと考えられている流体を意味する。このような疑似胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌ
ｕｉｄ）のひとつに、０．１ＮのＨＣｌ溶液（ｐＨ１．２）がある。本開示ならびに請求
の範囲全体をとおして用いる「胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）」または「胃液」と
いう用語は、真の（すなわち体内の）胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）または疑似胃
液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）を意味することは、理解できよう。
【００７０】
　「胃内滞留型の」または「胃内滞留型ビヒクル」という用語は、初回投与量を望ましく
ないほど高くすることなく、普通の錠剤またはカプセルなどの従来の剤形との比較で有効
成分を持続放出させる剤形を示し、なおかつその放出が、比較的長時間にわたって連続的
になされ、胃内にその剤形が保持される時間が長くなることで治療的に有効なレベルで制
御される。
【００７１】
　さまざまな実施形態では、本開示は、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を単独または少な
くとも１種のプロトンポンプ阻害薬との組み合わせで含有し、任意に、制酸薬、ヒスタミ
ンＨ２受容体拮抗薬、γ－アミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬
のプロドラッグ、およびプロテアーゼ阻害剤から選択される１種以上の別の作用剤を含む
、製薬の組み合わせキットおよび経口薬剤の剤形を提供するものである。これらの作用剤
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は、同一の経口剤形に含有されるものであってもよいし、連続投与または同時投与される
または別の剤形に含有されるものであってもよい。
【００７２】
　また、本開示は、上部胃腸管障害を治療または予防する必要のある患者に、本明細書に
て提供および論述している、キットに説明されているような併用療法の計画ならびに剤形
を適用することを含み、一次治療または初期治療として特に有用な、上部胃腸管障害を治
療または予防するための方法にも関する。「一次」または「初期」治療とは、上部胃腸管
障害の診断が新たになされた後あるいは、治療中断後に上部胃腸管障害が再発した後に最
初におこなわれる治療を示す。しかしながら、この治療方法は、ＰＰＩまたは胆汁酸捕捉
剤での単独療法に応答していない上部胃腸管障害患者であれば、誰にでも有用な可能性が
ある。
【００７３】
　ＰＰＩ薬剤は、Ｈ＋／Ｋ＋　ＡＴＰａｓｅ酵素系（プロトンポンプ）に影響をおよぼす
ことで特に胃酸分泌を阻害する置換ベンゾイミダゾール化合物である。これらの薬剤（エ
ソメプラゾールなど）は、短時間で吸収される上に半減期も極めて短いが、Ｈ＋／Ｋ＋　
ＡＴＰａｓｅ酵素との結合時間が長い。１日１回の投与量で、約４日間で抗分泌作用が最
大に達する。このような特性がゆえに、ＰＰＩ療法を始めた患者は、この薬剤の恩恵を最
大限には受けず、上部ＧＩ管障害の初期治療にＰＰＩを単独で用いると、治療開始から最
大５日を経過するまで治癒しないこともある。
【００７４】
　プロトンポンプ阻害薬（ＰＰＩ）は、壁細胞での水素イオン生成の最終段階に関与する
酵素であるＨ＋／Ｋ＋　ＡＴＰａｓｅを阻害する、胃酸分泌の強力な阻害薬である。プロ
トンポンプ阻害薬という用語としては、オメプラゾール（商品名ＰＲＩＬＯＳＥＣ（登録
商標）、ＬＯＳＥＣ（登録商標）またはＺＥＧＥＲＩＤ（登録商標）で販売されているも
のなど）、ランソプラゾール（商品名ＰＲＥＶＡＣＩＤ（登録商標）、ＺＯＴＯＮ（登録
商標）またはＩＮＨＩＢＩＴＯＬ（登録商標）で販売されているものなど）、ラベプラゾ
ール（商品名ＲＡＢＥＣＩＤ（登録商標）、ＡＣＩＰＨＥＸ（登録商標）またはＰＡＲＩ
ＥＴ（登録商標）で販売されているものなど）、パントプラゾール（商品名ＰＲＯＴＯＮ
ＩＸ（登録商標）、ＰＲＯＴＩＵＭ（登録商標）、ＳＯＭＡＣ（登録商標）またはＰＡＮ
ＴＯＬＯＣ（登録商標）で販売されているものなど）、テナトプラゾール（ベナトプラゾ
ールとも呼ばれる）、レミノプラゾール（その異性体、エナンチオマーおよび互変異性体
を含む）（エソメプラゾール（商品名ＮＥＸＩＵＭ（登録商標）で販売されているものな
ど））、およびこれらのアルカリ塩があげられるが、これに限定されるものではない。ま
た、以下の特許書類に、本明細書に記載の開示で用いるのに適したさまざまなベンゾイミ
ダゾール化合物が記載されている。米国特許第４，０４５，５６３号明細書、同第４，２
５５，４３１号明細書、同第４，３５９，４６５号明細書、同第４，４７２，４０９号明
細書、同第４，５０８，９０５号明細書、特開昭５９－１８１２７７号公報、米国特許第
４，６２８，０９８号明細書、同第４，７３８，９７５号明細書、同第５，０４５，３２
１号明細書、同第４，７８６，５０５号明細書、同第４，８５３，２３０号明細書、同第
５，０４５，５５２号明細書、欧州特許出願公開第２９５６０３号明細書、米国特許第５
，３１２，８２４号明細書、欧州特許出願公開第１６６２８７号明細書、米国特許第５，
８７７，１９２号明細書、欧州特許出願公開第５１９３６５号明細書、欧州特許第５１２
９号明細書、同第１７４，７２６号明細書、欧州特許第１６６，２８７号明細書、英国特
許第２，１６３，７４７号明細書。上記の特許書類をいずれも本明細書に援用する。この
ように、本発明により用いられる、プロトンポンプ阻害薬およびその薬学的に許容される
塩は周知の化合物であり、周知のプロセスで製造可能なものである。特定の実施形態では
、プロトンポンプ阻害薬が、本明細書に援用する米国特許第５，８７７，１９２号明細書
に記載されているような、ラセミ混合物またはオメプラゾールの単なる（－）エナンチオ
マー（すなわち、エソメプラゾール）のいずれかである、オメプラゾールである。
【００７５】
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　オメプラゾールは一般に、活動性十二指腸潰瘍の場合は１日あたり２０ｍｇの用量で４
～８週間、胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）または重篤なびらん性食道炎の場合は１日あたり２
０ｍｇの用量で４～８週間、ヘリコバクター・ピロリ（Ｈｅｌｉｃｏｂａｃｔｅｒ　ｐｙ
ｌｏｒｉ）の治療の場合は２０ｍｇの用量を１日２回（他の作用剤と併用）、活動性十二
指腸潰瘍の場合は１日あたり６０ｍｇの用量で４～８週間かつ、最大１日あたり１２０ｍ
ｇを３回で、胃潰瘍の場合は１日あたり４０ｍｇの用量で４～８週間投与される。このよ
うな薬用量は、本開示の範囲に包含されるものとする。よって、本開示の特定の実施形態
では、剤形に含まれるプロトンポンプ阻害薬の量が、さまざまな疾患の状態ごとに上述し
た薬用量に基づいて、治療的に有効であるとみなされる量である。本開示の他の実施形態
では、プロトンポンプ阻害薬の用量が、治療量以下である。たとえば、薬剤がオメプラゾ
ールであれば、剤形には約０．１ｍｇから約１２０ｍｇのオメプラゾールを含有すること
ができる。
【００７６】
　ランソプラゾールは一般に、１日あたり約１５～３０ｍｇ投与され、ラベプラゾールは
一般に、１日あたり２０ｍｇ投与され、パントプラゾールは一般に、１日あたり４０ｍｇ
投与される。しかしながら、これらの作用剤について、どのような治療量または治療量以
下であっても、本開示の範囲に包含されるものとする。
【００７７】
　特定の実施形態では、本開示の剤形に含まれるプロトンポンプ阻害薬は、消化管の中で
ｐＨが中性に近く、オメプラゾールのすみやかな吸収が起こり得る部分に剤形が達するま
で、酸性の胃液に接触しないよう保護されて、胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）に曝
露されることなく運ばれる。
【００７８】
　胆汁酸は、主に哺乳動物の胆汁に含まれるステロイド酸である。これは肝臓でコレステ
ロールの酸化によって生成され、胆嚢に蓄えられて塩の形で腸に分泌される。また、脂質
を乳化し、食事による脂肪とコレステロールの吸収および消化を助ける界面活性剤として
作用する。
【００７９】
　コレステロールが主に消費されるのは、胆汁酸への合成時である。体内では１日あたり
約８００ｍｇのコレステロールが合成され、そのうちの約半分が胆汁酸の合成に使われる
。毎日、合計約２０～３０グラムの胆汁酸が腸に分泌され、排泄された胆汁酸の約９０％
が（回腸での能動輸送によって）再び吸収され、再利用される。これは腸肝循環と呼ばれ
る。
【００８０】
　胆汁酸は内因性コレステロールから作られるため、コレステロールを低下させるための
方法として、胆汁酸の腸肝循環を崩せばよいことがある。これは、胆汁酸捕捉剤を投与す
る場合の通常の治療原理である。
【００８１】
　主な胆汁酸には、コール酸、ケノデオキシコール酸、デオキシコール酸、タウロコール
酸、およびグリココール酸がある。胆汁酸ごとの化学的な違いは、３位、７位、および１
２位にヒドロキシル基があるかどうかというだけのわずかなものである。ヒトにとって最
も重要な胆汁酸は、コール酸とケノデオキシコール酸ならびに、これらの酸とタウリンお
よびグリシンとのコンジュゲート（グリココール酸およびタウロコール酸）である。哺乳
動物によっては、主にデオキシコール酸を合成するものもある。
【００８２】
　界面活性剤または洗剤としての胆汁酸は、細胞にとって有毒となる恐れがあるため、そ
の濃度がしっかりと調節されている。これらの酸は、ＦＸＲとして知られ、ＮＲ１Ｈ４と
しても知られる核ホルモン受容体を活性化することで、シグナリング分子として肝臓およ
び腸で直接機能する。この機能のおかげで、胆汁酸の濃度が高くなりすぎると肝臓での胆
汁酸の合成が阻害される。新たな証拠から、ＦＸＲの活性化と、トリグリセリド代謝、グ



(21) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

ルコース代謝、および肝増殖との関連性が想起される。
【００８３】
　胆汁酸捕捉剤は、小腸で胆汁酸を結合し、胆汁酸を体外に排出する。これによって、体
内ではさらに胆汁酸を作ろうとして、さらに多くのコレステロールが使われることになる
が、これが小腸に分泌され、胆汁酸捕捉剤に結合して、体外に排出される。最終的な結果
として、コレステロール濃度が低下する。また、胆汁酸捕捉剤は、食事に含まれる一部の
コレステロールの吸収を予防する。
【００８４】
　ヒトでの使用を想定して現時点で承認されている胆汁酸捕捉剤は、イオン交換樹脂とし
て機能するポリマー化合物である。胆汁酸捕捉剤は、塩化物イオンなどのアニオンを胆汁
酸と交換する。このようにすることで、胆汁酸捕捉剤は胆汁酸を結合し、これを腸肝循環
から切り離す。胆汁酸捕捉剤は大きなポリマー構造であるため、腸から血流には十分に吸
収されない。よって、胆汁酸捕捉剤は、薬剤に結合した胆汁酸と一緒に、胃腸管を通った
後に糞便で排泄される。一例としての胆汁酸捕捉剤としては、たとえば、コレスチラミン
（商品名ＱＵＥＳＴＲＡＮ（登録商標）で販売されているものなど）、コレセベラム（商
品名ＷＥＬＣＨＯＬ（登録商標）で販売されているものなど）、コレスチポール（商品名
ＣＯＬＥＳＴＩＤ（登録商標）で販売されているものなど）ならびに、これらの薬学的に
許容される塩があげられる。
【００８５】
　また、本開示は、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤を放出して患者の胆汁酸逆流の徴候を
抑えるとともに、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と少なくとも１種のプロトンポンプ阻害
薬の両方を放出して、患者の胆汁酸逆流と胃酸逆流の両方の徴候を抑える剤形に関するも
のである。この剤形は、有効成分が速放または遅延放出向けのものであるか、一方の有効
成分が速放向け、他方の有効成分が遅延放出向けであるような形で調製可能である。
【００８６】
　また、本明細書に開示の活性剤を含む組成物を、ヒスタミンＨ２受容体ブロッカー、腸
運動改善薬（消化管運動改善薬）、制酸薬、抗潰瘍薬、γ－アミノ酪酸－ｂ（ＧＡＢＡ－
Ｂ）作動薬、ＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグおよび／またはプロテアーゼ阻害剤など
、胃腸管を治療するための他の作用剤を含むかあるいは、他の作用剤と一緒に投与するよ
うに処方してもよい。これらの別の作用剤の非限定的な例としては、シニタプリド、シサ
プリド、フェドトジン、ロキシグルミド、アレキシトールナトリウム、アルマガート、水
酸化アルミニウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、リン酸アルミニウム、アズレン、
塩基性炭酸アルミニウムゲル、アルミン酸ビスマス、リン酸ビスマス、次没食子酸ビスマ
ス、次硝酸ビスマス、炭酸カルシウム、ジヒドロキシアルミニウムアミノ酢酸塩、ジヒド
ロキシアルミニウム炭酸ナトリウム、エビマー（ｅｂｉｍａｒ）、マガルドラート、水酸
化炭酸マグネシウム、水酸化マグネシウム、酸化マグネシウム、過酸化マグネシウム、リ
ン酸マグネシウム（三塩基性）、ケイ酸マグネシウム、クエン酸カリウム、重炭酸ナトリ
ウム、アセグルタミドアルミニウム錯体、アセトキソロン、アルジオキサ、アルバプロス
チル、ベネキサート塩酸塩、カルベノクソロン、セトラキサート、シメチジン、コロイド
状次クエン酸ビスマス、エブロチジン、エカベト、エンプロスチル、エサプラゾール、フ
ァモチジン、ゲファメート（ｇｅｆａｍａｔｅ）、グアイアズレン、イルソグラジン、ミ
ソプロストール、ニザチジン、オモプロスチル（ｏｍｏｐｒｏｓｔｉｌ）、γ－オリザノ
ール、ピファミン、ピレンゼピン、プラウノトール、ポラプレ亜鉛、ラニチジン、レバミ
ピド、リオプロスチル、ロサプロストール、ロトラキサート、ロキサチジンアセタート、
ソファルコン、スピゾファロン（ｓｐｉｚｏｆａｒｏｎｅ）、スクラルファート、テレン
ゼピン、テプレノン、トリモプロスチル、トリチオジン、トロキシピド、ゾリミジン、バ
クロフェン、Ｒ－バクロフェン、ＸＰ１９９８６（ＣＡＳ登録番号８４７３５３－３０－
４）、ペプスタチンおよび他のペプシン阻害剤（安息香酸ナトリウムなど）からなる群か
ら選択されるもの；キモトリプシンおよびトリプシン阻害剤があげられる。多岐にわたる
トリプシンおよびキモトリプシン阻害剤が当業者間で周知であり、本明細書に記載の方法
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で使用可能である。このようなトリプシン阻害剤およびキモトリプシン阻害剤としては、
組織因子経路阻害因子；α２抗プラスミン；セルピンα１抗キモトリプシンファミリメン
バ；ゲリン（ｇｅｌｉｎ）；ヒルスタシン（ｈｉｒｕｓｔａｓｉｎ）；エグリンＣを含む
エグリン；Ｂｏｍｂｙｘ　ｍｏｒｉ由来の阻害因子（特開平４－１３６９８号公報および
同第４－１３６９７号公報；ＣＡ登録番号１４２６２８－９３－１などを参照のこと）；
ヒルジンおよびその変異体；分泌型白血球プロテアーゼ阻害剤（ＳＬＰＩ）；α１抗トリ
プシン；Ｂｏｗｍａｎ－Ｂｉｒｋプロテアーゼ阻害剤（ＢＢＩ）；ＣＡＳ登録番号３０６
７６２－６６－３、３０６７６２－６７－４、３０６７６２－６８－５、３０６７６２－
６９－６、３０６７６２－７０－９、３０６７６２－７１－０、３０６７６２－７２－１
、３０６７６２－７３－２、３０６７６２－７４－３、３０６７６２－７５－４、１７８
３３０－９２－２、１７８３３０－９３－３、１７８３３０－９４－４、８１４５９－６
２－３、８１４５９－７９－２、８１４６０－０１－７、８５４７６－５９－１、８５４
７６－６２－６、８５４７６－６３－７、８５４７６－６７－１、８５４７６－７０－６
、８５８５８－６６－８、８５８５８－６８－０、８５８５８－６９－１、８５８５８－
７０－４、８５８５８－７１－５、８５８５８－７２－６、８５８５８－７３－７、８５
８５８－７５－９、８５８５８－７７－１、８５８５８－７９－３、８５８５８－８１－
７、８５８５８－８３－９、８５８５８－８４－０、８５８５８－８５－１、８５８５８
－８７－３、８５８５８－８９－５、８５８５８－９０－８、８５８５８－９２－０、８
５８７９－０３－４、８５８７９－０５－６、８５８７９－０６－７、８５８７９－０８
－９、８５８５８－７４－８、９０１８６－２４－６、９０１８５－９３－６、８９７０
３－１０－６、１３８３２０－３３－９（ＹＳ３０２５）、９４１４９－４１－４（ＭＲ
８８９）、８５８５８－７６－０、８９７０３－１０－６、９０１８５－９２－５、９０
１８５－９６－９、９０１８５－９８－１、９０１８６－００－８、９０１８６－０１－
９、９０１８６－０５－３、９０１８６－０６－４、９０１８６－０７－５、９０１８６
－０８－６、９０１８６－０９－７、９０１８６－１０－０、９０１８６－１１－１、９
０１８６－１２－２、９０１８６－１３－３、９０１８６－１４－４、９０１８６－２２
－４、９０１８６－２３－５、９０１８６－２４－６、９０１８６－２５－７、９０１８
６－２７－９、９０１８６－２８－０、９０１８６－２９－１、９０１８６－３１－５、
９０１８６－３５－９、９０１８６－４３－９、９０２０９－８８－４、９０２０９－８
９－５、９０２０９－９２－０、９０２０９－９４－２、９０２０９－９６－４、９０２
０９－９７－５、９０２１０－０１－８、９０２１０－０３－０、９０２１０－０４－１
、９０２１０－２５－６、９０２１０－２６－７、９０２１０－２８－９、９０２３０－
８４－５、９０４０９－８４－０、９５４６０－８６－９、９５４６０－８７－０、９５
４６０－８８－１、９５４６０－８９－２、９５４６０－９１－６、１１４９４９－００
－７、１１４９４９－０１－８、１１４９４９－０２－９、１１４９４９－０３－０、１
１４９４９－０４－１、１１４９４９－０５－２、１１４９４９－０６－３、１１４９４
９－１８－７、１１４９４９－１９－８、１１４９６４－６９－１、１１４９６４－７０
－４、９０７６－４４－２（キモスタチン）、３０８２７－９９－７（Ｐｅｆａｂｌｏｃ
）、６１８－３９－３（ベンズアミジン）、８０４４９－３１－６（ウリニスタチン（ｕ
ｒｉｎｉｓｔａｔｉｎ））、１３０９８２－４３－３、１９７９１３－５２－３、１７９
３２４－２２－２、２７４９０１－１６－５、７９２１６３－４０－７、３３９１６９－
５９－４、２４３４６２－３６－４、６５４６７１－７８－０、５５１２３－６６－５（
ロイペプチン）、９０１－４７－３、４２７２－７４－６、５１０５０－５９－０、２２
１０５１－６６－７、８０４４９－３１－６、５５－９１－４、６０－３２－２、８８０
７０－９８－８、８７９２８－０５－０、４０２－７１－１（ベンゼンスルホンアミド）
、１３９４６６－４７－０で表されるキモトリプシン阻害剤、ＣＩ－２Ａ（米国特許第５
１６７４８３号明細書参照）、ＣＩ－２Ａ（国際公開第９２／０５２３９号パンフレット
を参照のこと）、ＷＣＩ－３（Ｓｈｉｂａｔａ　ｅｔ　ａｌ．１９８８　Ｊ　Ｂｉｏｃｈ
ｅｍ（Ｔｏｋｙｏ）１０４：５３７～４３を参照のこと）、ＷＣＩ－２（Ｈａｂｕ　ｅｔ
　ａｌ．１９９２　Ｊ　Ｂｉｏｃｈｅｍ（Ｔｏｋｙｏ）１１１：２４９～５８を参照のこ
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と）、ＷＣＩ－ｘ（Ｈａｂｕ　ｅｔ　ａｌ．、上掲）および１７８３３０－９５－５；特
開昭５６－９２２１７号公報、米国特許第４７５５３８３号明細書、同第４７５５３８３
号明細書、同第４６３９４３５号明細書、同第４６２０００５号明細書、同第４８９８８
７６号明細書、欧州特許第０１２８００７号明細書に記載されているキモトリプシン阻害
活性のある化合物をあげることができる。
【００８７】
　錠剤に用いられる有効成分すなわち、胆汁酸捕捉剤の単独またはプロトンポンプ阻害薬
との組み合わせは、従来技術において周知であり、多くが市販されている。必要であれば
、従来技術において周知の方法論を用いて薬剤を製造することも可能である。
【００８８】
製剤および投与
　医薬品の製造：本開示の組成物に用いられる活性剤は一般に、従来技術において標準的
な方法で処方される（Ｒｅｍｉｎｇｔｏｎ：ｔｈｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｐｒａｃ
ｔｉｃｅ　ｏｆ　Ｐｈａｒｍａｃｙ　１９ｔｈ　Ｅｄ．１９９５　Ｍａｃｋ　Ｐｕｂｌｉ
ｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．Ｅａｓｔｏｎ　Ｐａなどを参照のこと）。従来の賦形剤、担体、緩衝
液、香味料などとの混合物で薬剤を調製してもよい。一般的な担体としては、水；塩溶液
；アルコール；アラビアゴム；植物油；ベンジルアルコール；ポリエチレングリコール；
ゼラチン；ラクトース、アミロースまたはデンプンなどの炭水化物；ステアリン酸マグネ
シウム；タルク；珪酸；パラフィン；香油；脂肪酸エステル；ヒドロキシメチルセルロー
ス；ポリビニルピロリドンなどがあげられるが、これに限定されるものではない。医薬品
については滅菌可能であり、必要であれば、滑沢剤；保存料；崩壊剤；シクロデキストラ
ンなどの安定剤；湿潤剤；乳化剤；塩；緩衝液；天然または人工の着色剤；天然または人
工の香味料；または芳香族物質などの助剤と混合可能である。また、医薬品には、アセチ
ル化モノグリセリド、アスパルタム、βカロテン、ステアリン酸カルシウム、カルナバワ
ックス、酢酸フタル酸セルロース、クエン酸、無水クエン酸、コロイド状二酸化ケイ素、
粉砂糖、クロスポビドン、ドクサートナトリウム、エチルアルコール、酸化第二鉄、果糖
、ゼラチン、グリセリン、モノステアリン酸グリセリン（モノステアリン酸グリセリン４
０－５０など）、三酢酸グリセリル、ＨＰＭＣ（ヒドロキシプロピルメチルセルロース）
、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒプロメロース、酸化鉄、イソプロピルアルコール、
ラクトース一水和物、低置換度ヒドロキシプロピルセルロース、炭酸マグネシウム、ステ
アリン酸マグネシウム、マルトール、マンニトール、メタクリル酸、メタクリル酸コポリ
マー（メタクリル酸コポリマータイプＣ）、メチルセルロース、微結晶セルロース、グリ
チルリチン酸一アンモニウム、ｎ－ブチルアルコール、パラフィン、ペクチンアルギン酸
プロピレングリコール、ポリアクリレート、ポリエチレングリコール（ポリエチレングリ
コール６０００など）、ポリソルベート８０、ポリビニルピロリドン、ポビドン、プロピ
レングリコール、セラック、二酸化ケイ素、炭酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、水酸
化ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、フマル酸ステアリルナトリウム、ソルビトール
、デンプン、スクロース、糖球、タルク、二酸化チタン、クエン酸トリエチル、およびキ
サンタンガムのうちの１つ以上を含むことが可能である。特定の実施形態では、胃のｐＨ
を上げることのできる緩衝液を使用する。たとえば重炭酸塩緩衝液を外側のコーティング
に含ませてもよいし、外側のコーティングのすぐ内側に、短時間で溶解する別の層として
含ませるようにしてもよい。
【００８９】
　標準的なコーティング技法を用いて、内核を覆う腸溶コーティングを適用してもよい。
腸溶コーティングを形成するのに用いられる材料を有機溶媒または水性溶媒に溶解させて
もよいし、これにメタクリル酸コポリマー；セラック；ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースフタレート；ポリビニルアセテートフタレート；ヒドロキシプロピルメチルセルロー
ストリメリテート；カルボキシメチルセルロース；酢酸フタル酸セルロース；または他の
好適な腸溶コーティングポリマーのうちから１つ以上を含むようにしてもよい。腸溶コー
トが溶解するｐＨについては、選択するポリマーまたはポリマーの組み合わせおよび／ま
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たは側基の比によって制御可能である。たとえば、遊離カルボキシル基とエステル基との
比を調節してコーティングの溶解特性を変えることが可能である。腸溶コーティング層に
は、酢酸トリエチルなどの製薬可塑化剤；フタル酸ジブチル；トリアセチン；ポリエチレ
ングリコール；ポリソルベート；などを含有させてもよい。分散剤、着色剤、抗粘着剤、
および消泡剤などの添加剤を含むようにしてもよい。
【００９０】
　錠剤剤形の製造：錠剤は、従来技術において周知の標準的な技術で製造可能である。内
核または外側のコーティングに用いられる薬剤を、スラッグ打錠、低剪断造粒または高剪
断造粒、湿式造粒または流動床造粒などの方法で顆粒化しておいてもよい。適切なポリマ
ーと治療有効用量を得られるだけの十分な量の薬剤とを含有する混合物を調製することで
、外側のコーティングを形成してもよい。この場合、事前に腸溶コートして形成した内核
に溶液を噴霧して、最終的な錠剤を形成すればよい。必要であれば、緩衝液層または他の
作用剤を含有する層を、腸溶コートした内核と外側のコーティングとの間に分散させても
よい。
【００９１】
　特定の実施形態では、医薬組成物は、本開示の薬物の有効成分としての上述の化合物、
その薬学的に許容される塩またはその水和物に、薬学的に許容される担体を添加して調製
される。本開示の薬物として、アルキレンジオキシベンゼン誘導体およびその薬学的に許
容される塩ならびにその水和物およびその溶媒和物からなる群から選択される物質それ自
体を、ヒトをはじめとする哺乳動物に投与することができる。特定の実施形態では、有効
成分としての上述した物質のうちの１つ以上と、１種以上の製薬添加物とを含む医薬組成
物を患者に投与することができる。
【００９２】
　本開示によれば、さまざまな投与経路を利用することができる。本明細書に記載の有効
量のペプチドは、非経口投与、経口投与、吸引による投与、経鼻投与、頬側投与あるいは
、インプラントレザバー経由で投与可能なものである。
【００９３】
　医薬組成物の例としては、錠剤、カプセル、細粒、粉末、丸剤、トローチ、舌下錠など
の経口投与製剤、液体調製物、注射、坐剤、軟膏、パッチなどの非経口投与製剤があげら
れる。
【００９４】
　特定の実施形態では、薬用キャンディ、ガム、および口腔パッチなどに見られるような
作用剤を経時的にゆっくりと放出するものを含む製剤を用いる。他の実施形態では、Ｃｕ
ｃａらに付与された米国特許第５，８５８，３９１号明細書および同第５，６７０，１６
３号明細書に見られるものなどの生体をとおして摂取可能な（ｂｉｏａｄｈｅｒｅｎｔ　
ｉｎｇｅｓｔｉｂｌｅ）組成物における作用剤を含む製剤を使用する。この作用剤は、液
体として処方されたものでもよいし、液体に溶かす前提の錠剤、丸剤、カプセルまたは粉
末として処方されたものでもよく、好ましくは患者がゆっくりとすするように飲めるもの
である。
【００９５】
　本明細書に開示の保護剤ならびに、この作用剤を含む組成物の投与には、重層扁平上皮
表面のチューブを介した灌流、経口摂取、ガムまたは薬用キャンディ（中咽頭、第一胃、
噴門洞および食道上皮の治療の場合）、口内洗浄剤（中咽頭、舌および頬上皮用）、エア
ロゾルスプレー（中咽頭、頬、舌、咽頭または声帯上皮用）または他の手段を用いるよう
にしてもよい。
【００９６】
　特定の実施形態には、作用剤が、上皮との短時間の接触後に上皮が有害物質で損傷され
ないよう保護する場合が包含される。特定の実施形態では、接触時間は、たとえば、１時
間以下、３０分以下、１５分以下、１０分以下、５分以下、１分以下とすることが可能で
ある。好ましい実施形態では、約１～５分間、上皮を作用剤に接触させるかこれに曝露す
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る。
【００９７】
　経口投与用の錠剤およびカプセルは通常、単位剤形の形で提供され、結合剤、フィラー
、希釈剤、薬剤圧縮剤、滑沢剤、崩壊剤、着色物質、香味料、および湿潤剤などの普通の
製薬担体を添加して調製可能である。また、たとえば腸溶コーティング剤を用いるなどの
周知の方法で錠剤にコーティングをほどこしてもよい。たとえば、セルロース、マンニト
ールおよびラクトースなどのフィラー；デンプン、ポリビニルピロリドン、デンプン誘導
体およびデンプングリコール酸ナトリウムなどの崩壊剤；ステアリン酸マグネシウムなど
の滑沢剤；ラウリル硫酸ナトリウムなどの湿潤剤を用いてもよい。
【００９８】
　経口投与用の液体調製物は、たとえば、水性または油性の懸濁液、溶液、乳液、シロッ
プおよびエリキシル剤ならびに、使用前に水または好適な媒質で再溶解可能な乾燥製剤の
形で提供可能なものである。これらの液体調製物は、たとえば、ソルビトール、シロップ
、メチルセルロース、ゼラチン、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロ
ース、ステアリン酸アルミニウムゲルおよび硬化食用脂などの懸濁剤；レシチン、ソルビ
タンモノオレエート、およびアラビアゴムなどの乳化剤；アーモンド油などの食用油、精
留ココナツオイル、油性エステル（グリセリンのエステルなど）、プロピレングリコール
およびエチルアルコールを含む非水性媒質；ｐ－ヒドロキシ安息香酸およびソルビン酸の
メチルエステル、エチルエステル、プロピルエステルなどの保存料；必要に応じて通常の
香味料および着色物質といった普通の添加剤を含有するものであってもよい。
【００９９】
　経口投与用の製剤は、たとえば、混合、充填、圧縮などの従来技術において周知の方法
で製造可能なものである。また、繰り返し混合によって大量のフィラーを含有する製剤に
有効成分を分散させることも可能である。非経口投与用の製剤は通常、有効成分としての
化合物と滅菌媒質とを含有する単位剤形調製物として提供される。非経口投与用の溶液は
通常、化合物を媒質に溶解させ、得られた溶液を滅菌するために濾過し、この溶液をバイ
アルまたはアンプルに充填し、バイアルまたはアンプルを封止して調製できるものである
。また、組成物を冷凍して、それをバイアルに充填した後、真空内で水分を除去して安定
性を改善することも可能である。非経口懸濁液は、非経口投与用の溶液に適用した方法と
実質的に同じ方法で調製可能なものである。しかしながら、懸濁液については、有効成分
を媒質に懸濁させた後、エチレンオキシドなどを使ってこれを滅菌して製造できると好ま
しい。さらに、有効成分を均一に分散させられるように、界面活性剤、湿潤剤などを加え
てもよい。
【０１００】
　２種またはそれよりも多い有効成分を単一の剤形として組み合わせると、活性剤物質間
の化学的な相互作用の可能性が生じる。たとえば、酸性と塩基性の有効成分が互いに反応
することがあり、酸性の有効成分によって酸に不安定な物質が崩壊されやすくなる場合が
ある。よって、特定の剤形では、圧縮錠中にて、あるいは有核錠のコアシェルにて、２つ
の異なる層または単離された層として酸性物質と塩基性物質とを物理的に分離することが
可能である。酸性物質ならびに塩基性物質と相溶である別の作用剤には、どちらの層にも
利用できるという柔軟性がある。特定の多層組成物では、少なくとも１種の有効成分を腸
溶コート可能である。その特定の実施形態では、少なくとも１種の有効成分を徐放形態で
存在させることができる。３種またはそれよりも多い活性物質の組み合わせを用いる特定
の実施形態では、これらを多層圧縮錠の物理的に単離されたセグメントとして調製可能で
あり、これを任意にフィルムコーティングすることも可能である。
【０１０１】
　本明細書に記載の治療的な組み合わせを、複数のビーズ、顆粒またはペレットを含む錠
剤またはカプセルとして処方することが可能である。この組み合わせのビタミンを含む全
有効成分を顆粒またはビーズまたはペレットに処方し、これをさらに保護コート、腸溶コ
ートまたはフィルムコートして、考え得る化学的相互作用を回避することが可能である。
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顆粒またはビーズの造粒およびコーティングは、当業者間で周知の技法を用いておこなわ
れる。少なくとも１つの有効成分が徐放形態で存在し得る。最後に、このコーティング後
の顆粒またはビーズをハードゼラチンカプセルに充填するか、圧縮して錠剤を形成する。
【０１０２】
　本明細書に記載の治療的な組み合わせを、全有効成分のマイクロタブレットまたはミニ
タブレットを含むカプセルとして処方することが可能である。個々の作用剤のマイクロタ
ブレットについては、直接圧縮、乾式造粒または湿式造粒のような錠剤製造の周知の製剤
法を用いて調製可能である。個々のマイクロタブレットをハードゼラチンカプセルに充填
することも可能である。最終剤形は、個々の成分それぞれのマイクロタブレットを１つ以
上含むものであってもよい。マイクロタブレットにフィルムコーティングまたは腸溶コー
ティングをほどこしてもよい。
【０１０３】
　本明細書に記載の治療的な組み合わせを、１つ以上のマイクロタブレットおよび粉末あ
るいは、１つ以上のマイクロタブレットおよび顆粒またはビーズを含むカプセルとして処
方することが可能である。薬剤間の相互作用を回避するために、前記組み合わせのいくつ
かの有効成分をマイクロタブレットとして処方し、他の成分を粉末、顆粒またはビーズと
してカプセルに充填してもよい。マイクロタブレットにフィルムコーティングまたは腸溶
コーティングをほどこしてもよい。少なくとも１種の有効成分を徐放形態で存在させるこ
とができる。
【０１０４】
　本明細書に記載の治療的な組み合わせを、錠剤の内相および外相に有効成分が分散され
た形で処方することが可能である。提案された組み合わせの化学的に非相溶性の成分同士
を分けようという試みでは、従来技術において周知の製剤法を用いて相互作用する成分の
うちの一部のみを顆粒またはビーズに変換する。その上で、調製済みの顆粒またはビーズ
（内相）を、残りの有効成分と少なくとも１種の薬学的に許容される賦形剤とを含む外相
と混合する。このように内相と外相とを含む混合物を圧縮して錠剤にするか、あるいは成
形して錠剤にする。顆粒またはビーズは、徐放性または速溶性のビーズまたは顆粒であれ
ばよく、従来技術において周知の方法および材料を用いて、水性系または非水性系の腸溶
ポリマーでコーティングすることが可能である。
【０１０５】
　本明細書に記載の治療的な組み合わせは、好適な緩衝剤を含む単一の投与単位として処
方可能なものである。前記組み合わせの全粉末成分を混合し、このブレンドに好適な量の
１種以上の緩衝剤を加えて、考えられる相互作用を最小限に抑える。
【０１０６】
　本明細書に記載の作用剤は、単独または組み合わせで、薬学的に許容される担体または
媒質と組み合わせることが可能である。よって、患者に投与したときに、有害反応、アレ
ルギー反応または望ましくない反応を生むことのない材料と組み合わせることが可能であ
る。使用する担体または媒質としては、溶媒、分散剤、コーティング、吸収促進剤、徐放
作用剤、１つ以上の不活性賦形剤（デンプン、ポリオール、造粒剤、微結晶セルロース、
希釈剤、滑沢剤、結合剤、崩壊剤などを含む）などを含むことが可能である。必要であれ
ば、ここに開示の組成物の錠剤の製剤（ｄｏｓａｇｅ）を、標準的な水性または非水性技
法でコーティングしてもよい。本明細書に記載の作用剤は、Ｎａｎｏｃｒｙｓｔａｌ（登
録商標）技術（Ｅｌａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，Ｄｕｂｌｉｎ，Ｉｒｅｌａｎｄ）を
用いて単独または組み合わせで処方可能なものである。
【０１０７】
　作用剤には、有機酸または塩基あるいは、その薬学的に許容される塩であればよい。投
与の直前またはそれ以前に、固体を溶解または分散させることが可能である。状況によっ
ては、微生物の増殖を防止するための保存料を調製物に加えておく。注射に適した製薬形
態としては、たとえば、水、アルコール、有機溶媒、油または他の溶媒または分散剤（グ
リセロール、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール、植物油など）を含む滅菌
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した水性または有機の溶液または分散液があげられる。この製剤は、酸化防止剤、緩衝液
、静菌薬、製剤を意図したレシピエントの血液と等張にする溶質、水性および非水性の滅
菌懸濁液（懸濁化剤、可溶化剤、増粘剤、安定剤、および保存料を含み得る）を含むもの
であってもよい。製剤を濾過滅菌または他の好適な手段で滅菌することも可能である。
【０１０８】
　本発明による好適な医薬組成物は通常、意図した用途に応じて、最終濃度の範囲を得る
ための滅菌水溶液などの許容される薬学的な希釈剤または賦形剤と一緒に、一定量の活性
化合物を含む。調製技法は主に、Ｒｅｍｉｎｇｔｏｎ’ｓ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａ
ｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ，１９ｔｈ　Ｅｄ．，Ｍａｃｋ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ，１９９５に例示されているように、従来技術において周知である。
【０１０９】
　作用剤は、薬学的に許容される塩の形であってもよい。このような塩は、無機塩基およ
び有機塩基をはじめとする薬学的に許容される無毒の塩基から調製される。無機塩基由来
の塩の例としては、アルミニウム、アンモニウム、カルシウム、銅、第二鉄、第一鉄、リ
チウム、マグネシウム、マンガン塩、亜マンガン、カリウム、ナトリウム、亜鉛などがあ
げられる。いくつかの実施形態では、塩が、アンモニウム、カルシウム、マグネシウム、
カリウムまたはナトリウム塩であってもよい。薬学的に許容される無毒の有機塩基由来の
塩の例としては、第一級、第二級、第三級アミン、ベネタミン、Ｎ，Ｎ’－ジベンジルエ
チレンジアミン、ジエチルアミン、２－ジエチルアミノエタノール、２－ジメチルアミノ
エタノール、ジエタノールアミン、エタノールアミン、エチレンジアミン、Ｎ－エチルモ
ルホリン、Ｎ－エチルピペリジン、エポラミン、グルカミン、グルコサミン、ヒスチジン
、ヒドラバミン、イソプロピルアミン、リジン、メチルグルカミン、メグルミン、モルホ
リン、ピペラジン、ピペリジン、ポリアミン樹脂、プロカイン、プリン、テオブロミン、
トリエチルアミン、トリメチルアミン、トリプロピルアミン、およびトロラミン、トロメ
タミンの塩があげられる。他の塩の例として、トリス、アレコリン、アルギニン、バリウ
ム、ベタイン、ビスマス、クロロプロカイン、コリン、クレミゾール、デアノール、イミ
ダゾール、およびモルホリンエタノールがあげられる。
【０１１０】
　本発明の作用剤は、あらかじめ定められた量の有効成分、ペレット、ゲル、ペースト、
シロップ、巨丸剤、舐剤、スラリー、カプセルを含む錠剤またはサシェとして；粉末；顆
粒；水性の液体または非水性の液体中の溶液または懸濁液として；水中油滴型液体乳液ま
たは油中水滴型液体乳液として、リポソーム製剤（欧州特許第７３６２９９号明細書など
を参照のこと）によって、あるいは他のいくつかの形態で、経口投与可能である。経口投
与される組成物には、結合剤、滑沢剤、不活性希釈剤、潤滑剤、界面活性剤または分散助
剤、香味料、および湿潤剤を含み得る。錠剤などの経口投与される製剤に対し、任意にコ
ーティングをほどこしたり割線を入れたりしてもよく、製剤中の有効成分を持続放出、遅
延放出または徐放するように製剤を処方してもよい。
【０１１１】
胃内滞留型ビヒクル
　従来の徐放性経口製剤は、薬剤の大半を結腸で放出する。このため、十二指腸および空
腸上部域などの胃腸管の特定領域で特定の薬剤に吸収窓がある場合に、従来の技術で調製
した臨床的に許容される徐放性剤形は、効果がないことがある。このような場合、胃内保
持型薬剤送達系を利用して、有効成分を胃内に保ちやすくし、これによって薬剤の持効送
達を助けるとともに改善することが可能である。
【０１１２】
　現段階で、胃貯留時間を長くするためにいくつかの手法が用いられている。これらの手
法としては、流体力学的に均衡した系としても知られる浮遊型薬剤送達系、膨潤系、生体
付着性ポリマー系、変形（ｍｏｄｉｆｉｅｄ－ｓｈａｐｅ）系、高密度系、および他の遅
延胃排出系があげられる。たとえば、Ｄａｖｅ　ｅｔ　ａｌ．ＡＡＰＳ　ＰｈａｒｍＳｃ
ｉＴｅｃｈ　２００４；５（２），１－６には、浮力による調製の原理を用いたラニチジ
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ン塩酸塩の胃内保持型薬剤送達系について報告されているが、そこでは、グアーガム、キ
サンタンガム、およびヒドロキシプロピルメチルセルロースのゲル形成特性を評価し、重
炭酸ナトリウムを発泡剤として使用し、クエン酸およびステアリン酸が薬剤の放出プロフ
ァイルと浮遊特性におよぼす影響を調査している。同様に、Ｎａｒｅｎｄｒａ　ｅｔ　ａ
ｌ．ＡＡＰＳ　ＰｈａｒｍＳｃｉＴｅｃｈ　２００６，７（２），Ｅ１－７には、モデル
薬剤として酒石酸メトプロロールを含有する最適化胃内浮遊型薬剤送達系の開発について
報告されているが、そこでは、胃の内容物で浮力を保つために、かさ密度を胃液（ｇａｓ
ｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）よりも低くするのに適した比で、薬剤保持層と浮遊層とを含む二
層錠剤として剤形を調製している。
【０１１３】
　胃内滞留型ビヒクル組成物の他の変形例が当業者間で周知であり、本明細書にて詳細に
説明かつ開示した組成物および方法で用いるのに適している。たとえば、特定の実施形態
では、本発明は、本明細書に記載の組成物の胃内保持型剤形の製造方法であって、（ａ）
本明細書に記載の組成物、結合剤および薬学的に許容される発泡剤を含む錠剤を形成し、
（ｂ）この錠剤を、発泡性、親水性、透水性かつ実質的に気体不透過性の膜で包み、（ｃ
）膜を封止して、封止後の膜内から気体が逃げるのを遅らせることを含む方法を提供する
ものである。さらに任意のステップとして、（ｄ）胃液（ｇａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）
との接触時に遅滞なく崩壊する被覆内に膜封止錠剤を封入することを含む。
【０１１４】
活性物
　本発明の胃内保持型剤形の有効成分は、本明細書にて詳細に説明かつ開示した組成物を
、下記に検討および説明する量で含む。
【０１１５】
　錠剤成分は、有効成分（少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤単独あるいは、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬および／または任意に１種以上の他の作用剤との組み合わせなど
）を治療有効量で含有する。一般に、有効成分は、錠剤の総重量の１０％から約５０％、
好ましくは約１５％から約４０％の量で含まれる。その他の治療的に有効な薬用量は、製
薬または医薬品の技術分野における当業者らが容易に判断できるものである。
【０１１６】
結合剤
　胃内保持型剤形の錠剤成分は、有効成分（たとえば、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤あ
るいは、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬との組
み合わせ）、発泡剤および結合剤を含む。結合剤（湿潤剤とも呼ばれる）は、形成後に錠
剤が無傷のまま保たれるようにする、錠剤製剤の付着性の改善に用いられる作用剤である
。本発明で用いる胃内滞留型ビヒクルに適した結合剤としては、ポロキサマー、ポリエチ
レングリコール（ＰＥＧ　３３５０など）、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル（Ｍ
ｙｒｊなど）、グリセリルパルミトステアラート（Ｐｒｅｃｉｒｏｌ　ＡＴ０５など）、
ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ベヘン酸グリセリル（Ｃｏｍｐｒｉｔｏｌ　８８
８など）、ステアロイルマクロゴール－３２－グリセリド（Ｇｅｌｕｃｉｒｅなど）、ポ
リオキシエチレンひまし油誘導体、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸誘導体、ステア
リン酸ポリオキシエチレン、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンコポリマー（Ｌ
ｕｔｒｏｌまたはＰｌｕｒｏｎｉｃｓなど）、デンプン、ゼラチン、さらにはラクトース
、スクロース、ブドウ糖および糖蜜などの糖類、アカシア、アルギン酸ナトリウム、カル
ボキシメチルセルロース、メチルセルロース、ポリビニルピロリドン、エチルセルロース
およびワックスなどの天然ゴムおよび合成ゴムがあげられるが、これに限定されるもので
はない。好適な結合剤には、Ｍｙｒｊ５２（特にＭｙｒｊ５２ＰまたはＭｙｒｊ５２ＦＬ
）、Ｌｕｔｒｏｌ　Ｆ６８、Ｃｏｍｐｒｉｔｏｌ　８８８、Ｇｅｌｕｃｉｒｅ　５０／１
３、ＰＥＧ　３３５０、Ｐｒｅｃｉｒｏｌ　ＡＴＯ５メチルセルロースおよびポリビニル
ピロリドンもある。
【０１１７】
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　結合剤は、最終的な錠剤の形に付着させるのに効果的な量で錠剤成分中に存在する。結
合剤の適切な量については、製薬分野の当業者であれば容易に判断可能であり、とりわけ
、使用する特定の結合剤と錠剤の調製方法とに左右されることになる。結合剤は、錠剤の
総重量に対して約８％から約１５％の量で錠剤中に含まれていればよい。
【０１１８】
発泡剤
　胃液との接触時に膜成分を膨脹させる二酸化炭素ガスの生成用に、発泡剤を錠剤成分に
加えておいてもよい。好適な発泡剤としては、たとえば、体液またはこれに含まれる水素
イオンの作用下などで二酸化炭素ガス自体を発生させる固体である。このような発泡剤は
、たとえば、二酸化炭素を放出できるものであり、炭酸の薬学的に許容される一塩基性塩
および二塩基性塩、たとえば、アルカリ金属炭酸水素塩またはアルカリ金属炭酸塩、アル
カリ土類金属炭酸塩または炭酸アンモニウムなどがあげられるが、これに限定されるもの
ではない。
【０１１９】
　このような炭酸の一塩基性塩または二塩基性塩は、特に炭酸水素ナトリウム（重炭酸ナ
トリウム）または炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、
炭酸グリシンナトリウムまたはこれらの混合物である。二酸化炭素の発生量を増やすため
に、たとえばリン酸二水素ナトリウムまたはリン酸水素二ナトリウム、酒石酸ナトリウム
、アスコルビン酸ナトリウムまたはクエン酸ナトリウムなどの発泡性混合物で通例用いら
れている酸成分を上述の炭酸塩に加えてもよい。同じく適しているのが、同様に二酸化炭
素ガスを生成できる酵母である。パン酵母などの酵母を用いる場合、ブドウ糖などの必要
な栄養塩を製剤に加える。特定の実施形態では、発泡剤が炭酸水素ナトリウムである。
【０１２０】
　発泡剤は、錠剤の総重量に対して約３０％から約８２％の量で錠剤成分に含まれていれ
ばよい。特定の実施形態では、発泡剤は、錠剤の総重量に対して約４０％から約８２％含
まれる。
【０１２１】
他の作用剤
　錠剤成分は、有効成分、結合剤、および発泡剤だけでなく、希釈剤、流動促進剤、滑沢
剤、酸味料、膨張剤、界面活性剤、および他の薬学的に許容される賦形剤のうちの１つ以
上を含むものであってもよい。希釈剤とは、少量の活性物しか存在しないときに、混合物
のかさを増して、錠剤を造粒、圧縮または成形に合った大きさにする目的で添加される物
質である。好適な希釈剤としては、ラクトース、セルロース、乾燥デンプン、粉砂糖、リ
ン酸二カルシウム、硫酸カルシウム、塩化ナトリウム、カオリン、マンニトール、ソルビ
トール、スクロース、イノシトールがあげられる。特定の実施形態では、希釈剤は、ラク
トース、ソルビトール、マンニトール、セルロースまたはデンプンである。流動促進剤（
または流動強化剤）とは、粉末混合物の流量特性を改善する物質である。一般に用いられ
る流動促進剤としては、コロイド状二酸化ケイ素、三ケイ酸マグネシウム、粉末セルロー
ス、デンプン、三塩基性リン酸カルシウムおよびタルクがあげられる。本発明において有
用な流動促進剤としては、これらの一般に用いられている流動促進剤があげられる。特定
の実施形態では、流動促進剤が、Ａｅｒｏｓｉｌ　２００すなわちコロイド状二酸化ケイ
素である。滑沢剤とは、錠剤材料が臼杵の表面に付着するのを防止し、粒子間の摩擦を減
らし、金型キャビティから錠剤を押し出しやすくし、場合によっては、錠剤造粒の流れの
速度を改善することをはじめとして、本発明の錠剤成分の調製時に多数の機能を有する物
質である。一般に用いられる滑沢剤としては、タルク、ステアリン酸マグネシウム、ステ
アリン酸カルシウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸、モノステアリン酸グリセリン、
グリセリルパルミトステアラート、硬化植物油、硬化ひまし油、軽油、安息香酸ナトリウ
ム、フマル酸ステアリルナトリウム、およびポリエチレングリコール（ＰＥＧ）があげら
れる。一般に用いられる滑沢剤はいずれも、本発明で使用するのに適している。一実施形
態では、滑沢剤としてステアリン酸マグネシウムを使用する。酸味料を加えて、この炭酸
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水素ナトリウムからの二酸化炭素の放出量を増やすようにしてもよい。一般に用いられて
いる酸味料としては、クエン酸、フマル酸、リンゴ酸、および酒石酸があげられる。単一
の物質が上述した目的のうちの２つ以上を果たす場合があることは、以上の説明から明ら
かであろう。
【０１２２】
膨張剤
　上述した発泡剤に加えて、作用剤の作用を高めるために、薬学的に許容される親水性膨
張剤（たとえば部分的にエーテル化されたセルロース誘導体、デンプン、水溶性、脂肪族
または環式ポリ－Ｎ－ビニルアミド、ポリビニルアルコール、ポリアクリレート、ポリメ
タクリレート、ポリエチレングリコールまたはこれらの助剤の混合物など）を用いること
も可能である。特定の実施形態では、親水性膨張剤が結合剤として機能することもある。
【０１２３】
　親水性で、部分的にエーテル化されたセルロース誘導体は、たとえば、モル置換（ＭＳ
）の平均的な度合いが１より大きく３未満であり、平均重合度が約１００～５０００のセ
ルロースの低級アルキルエーテルである。
【０１２４】
　置換度とは、１グルコース単位あたりの低級アルコキシ基によるヒドロキシ基の置換を
示す尺度である。モル置換（ＭＳ）の平均的な度合いは平均値であり、ポリマー中の１グ
ルコース単位あたりの低級アルコキシ基の数を表している。
【０１２５】
　平均重合度（ＤＰ）も同様に平均値であり、セルロースポリマー中のグルコース単位の
平均数を表している。
【０１２６】
　セルロースの低級アルキルエーテルは、たとえば、セルロース鎖を形成しているグルコ
ース単位のヒドロキシメチル基（第一級ヒドロキシ基）で置換されるか、任意に第２およ
び第３の第二級ヒドロキシ基で、Ｃ１～Ｃ４アルキル基、特にメチルまたはエチルによっ
て置換されるか、置換Ｃ１－Ｃ４アルキル基、たとえば２－ヒドロキシエチル、３－ヒド
ロキシ－ｎ－プロピル、カルボキシメチルまたは２－カルボキシエチルによって置換され
るセルロース誘導体である。
【０１２７】
　セルロースの好適な低級アルキルエーテルとしては、メチルセルロース、エチルセルロ
ース、メチルヒドロキシエチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、エチ
ルヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース、カルボキシメチルセルロース（塩形態であり、たとえばナトリウム塩形態など）
またはメチルカルボキシメチルセルロース（同様に塩形態であり、たとえばナトリウム塩
形態など）があげられる。
【０１２８】
　親水性膨張剤として用いるのに適したデンプンのうちの１つが、たとえば、約１５～２
０％のアミロース（モル質量約５０，０００から２００，０００）と、８０～８５％のア
ミロペクチン（モル質量約１００，０００から１，０００，０００）、たとえばコメ、コ
ムギまたはジャガイモデンプンとの混合物ならびに、部分合成アミロペクチン、たとえば
ナトリウムカルボキシメチルアミロペクチンなどのデンプン誘導体、およびアルギン酸タ
イプのアルギン酸塩である。
【０１２９】
　水溶性の脂肪族または環式ポリ－Ｎ－ビニルアミドとしては、たとえば、ポリ－Ｎ－ビ
ニル－メチルアセトアミド、ポリ－Ｎ－ビニルエチルアセトアミド、ポリ－Ｎ－ビニルメ
チルプロピオンアミド、ポリ－Ｎ－ビニルエチルプロピオンアミド、ポリ－Ｎ－ビニルメ
チルイソブチルアミド、ポリ－Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、ポリ－Ｎ－ビニル－２－ピ
ペリドン、ポリ－Ｎ－ビニル－ε－カプロラクタム、ポリ－Ｎ－ビニル－５－メチル－２
－ピロリドンまたはポリ－Ｎ－ビニル－３－メチル－２－ピロリドン－ｅ、特に平均モル
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質量約１０，０００～３６０，０００のポリ－Ｎ－ビニルピロリドン、たとえば、商標Ｋ
ｏｌｌｉｄｏｎ（登録商標）（ＢＡＳＦ）で入手可能なポリビニルピロリドンがあげられ
る。
【０１３０】
　好適なポリビニルアルコールは、平均モル質量が約１５，０００から２５０，０００、
加水分解度が約７０～９９％である。特定の実施形態では、ポリビニルアルコールは、加
水分解度が約７０～８８％（部分的に加水分解されたポリビニルアルコール）であり、た
とえば、ＭＯＷＩＯＬ　３－８３、４－８０、４－８８、５－８８または８－８８と表記
された商品名Ｍｏｗｉｏｌ（登録商標）（Ｈｏｅｃｈｓｔ）で入手可能なポリビニルアル
コールである。
【０１３１】
　膨張剤として使用可能な親水性ポリアクリレートは平均分子量が約８．６×１０５から
１．０×１０６である。ポリアクリル酸鎖には、これよりも多いかまたは少ない短い側鎖
があるため、この点と分子量の違いの点で市販されている個々の形態は異なっている。い
くつかの実施形態では、たとえばＣＡＲＢＯＰＯＬ　９３４　ＰまたはＣＡＲＢＯＰＯＬ
　９４０といった、市販の形態であるＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）（Ｇｏｏｄｒｉｃｈ
）の（たとえば希釈した水酸化ナトリウム水溶液で）中和したポリアクリル酸誘導体を使
用する。
【０１３２】
　好適なポリメタクリレートも同様に膨脹可能であり、平均分子量が１．０×１０６を超
える。使用可能な市販の形態としては、Ｅｕｄｒａｇｉｔ（登録商標）タイプのメタクリ
ル酸およびメタクリル酸エステルのポリマー、たとえばＥＵＤＲＡ－ＧＩＴ　ＬまたはＥ
ＵＤＲＡＧＩＴ　Ｓ（Ｒｏｈｍ　ＧｍｂＨ）があげられる。
【０１３３】
　好適なポリエチレングリコールの平均分子量は約４０００から６０００である。製剤品
質の市販形態が好ましく、たとえば、Ｌｕｔｒｏｌ（登録商標）（ＢＡＳＦ）、Ｐｏｌｙ
ｄｉｏｌ（登録商標）、Ｐｏｌｙｗａｃｈｓ（登録商標）（Ｈｕｌｓ）、Ｐｏｌｙｇｌｙ
ｋｏｌ（登録商標）、Ｌａｎｏｇｅｎ（登録商標）（Ｈｏｅｃｈｓｔ）、Ｃａｒｂｏｗａ
ｘ（登録商標）（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ）、Ｐｌｕｒｏｃｏｌ（登録商標）（Ｗｙ
ａｎｄｏｔｔｅ）またはＴｅｔｒｏｎｉｃ（登録商標）（Ｋｕｈｌｍａｎｎ）などのポリ
エチレングリコールである。
【０１３４】
　好適な親水性膨張剤も、分子量５，０００から５，０００，０００のポリヒドロキシア
ルキルメタクリレート、アニオン性またはカチオン性のハイドロゲル、寒天とカルボキシ
メチルセルロースとの混合物、弱架橋型寒天との混合物でのメチルセルロースからなる膨
脹可能な作用剤あるいは、無水マレイン酸とスチレンとの微粒子コポリマーを分散させて
生成可能な水膨脹可能なポリマー、あるいはトラガント、ゼラチンまたは膨脹可能なイオ
ン交換樹脂などのホモポリマーである。
【０１３５】
　膨脹可能なイオン交換体は、酸性基を有するコポリマー樹脂、たとえば、スチレン－ジ
ビニルベンゼンをベースにするスルホン酸基あるいはその塩形態などである。このような
コポリマー樹脂は、架橋剤としてのジビニルベンゼンとスチレンとの共重合によって得ら
れる架橋スチレンポリマーからなる。通常の誘導体化反応、たとえばスルホン化反応を使
用して、スルホ基などの酸性基を構造中に取り込む。これらの樹脂の調製および特性につ
いては周知である。Ｕｌｌｍａｎｎｓ　Ｅｎｚｙｋｌｏｐｄｉｅ　ｄｅｒ　Ｔｅｃｈｎｉ
ｓｃｈｅｎ　Ｃｈｅｍｉｅ，４ｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｖｏｌ．１３，ｐｐ．２７９　ｆ
ｆ．の記事およびＫｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ，Ｅｎｃｙｃｌｏｐａｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｊ．Ｗｉｌｅｙ，Ｖｏｌ．１３，ｐｐ．６７８　ｆ
ｆ．ならびに、本明細書に引用した多数の参考文献に言及しておく。
【０１３６】
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　好ましいイオン交換樹脂は、製剤処方薬に使用するのに許容される市販のスチレンジビ
ニルベンゼンをベースにした第４級アンモニウム基またはスルホン酸基を有するものであ
り、たとえば、Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ社から商標Ａｍｂｅｒｌｉｔｅ（登録商標）
ＩＲＰ－６９で販売されている樹脂がある。
【０１３７】
界面活性剤
　錠剤成分には、現時点では錠剤などの経口剤形の製造に用いられている通常の製剤処方
用補助剤、たとえば界面活性物質、たとえばいわゆる界面活性剤、たとえばアルキル硫酸
塩タイプのアニオン界面活性剤、たとえばｎ－ドデシル硫酸、ｎ－テトラデシル硫酸、ｎ
－ヘキサデシル硫酸またはｎ－オクタデシル硫酸ナトリウム、カリウムまたはマグネシウ
ム、アルキルエーテル硫酸塩、たとえばｎ－ドデシルオキシエチル硫酸、ｎ－テトラデシ
ルオキシエチル硫酸、ｎ－ヘキサデシルオキシエチル硫酸またはｎ－オクタデシルオキシ
エチル硫酸ナトリウム、カリウムまたはマグネシウム、あるいは、アルカンスルホン酸塩
、たとえば、ｎ－ドデカンスルホン酸、ｎ－テトラデカンスルホン酸、ｎ－ヘキサデカン
スルホン酸またはｎ－オクタデカンスルホン酸ナトリウム、カリウムまたはマグネシウム
を含有することも可能である。
【０１３８】
　好適な界面活性剤には、モノラウリン酸オルビタン、モノオレイン酸オルビタン、モノ
ステアリン酸オルビタンまたはモノパルミチン酸オルビタン、トリステアリン酸ソルビタ
ンまたはトリオレイン酸ソルビタンなどの脂肪酸／ポリヒドロキシアルコールエステルタ
イプのノニオン界面活性剤、モノラウリン酸ポリオキシエチレンソルビタン、モノオレイ
ン酸ポリオキシエチレンソルビタン、モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン、
モノパルミチン酸ポリオキシエチレンソルビタン、トリステアリン酸ポリオキシエチレン
ソルビタンまたはトリオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタンなどの脂肪酸／ポリヒド
ロキシアルコールエステルのポリオキシエチレンアダクト、ステアリン酸ポリオキシエチ
レン、ステアリン酸ポリエチレングリコール４００またはステアリン酸ポリエチレングリ
コール２０００などのポリエチレングリコール／脂肪酸エステル、特にＰｌｕｒｏｎｉｃ
ｓ（登録商標）（ＢＷＣ）またはＳｙｎｐｅｒｏｎｉｃ（登録商標）（ＩＣＩ）タイプの
エチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックコポリマー、ミリスチン酸およびその縮
合物、あるいは重合度約２，０００から１００，０００のエチレンオキシドホモポリマー
（たとえば、商品名Ｐｏｌｙｏｘ（登録商標）（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ）で周知で
ある）もある。
【０１３９】
発泡性膜
　使用部位で発泡性であり、体液に対しては透過性の親水性膜は、発泡剤によって生成さ
れる気体に対して実質的に気体不透過性のプラスチックまたはワックス様の薬学的に許容
されるポリマー材料からなる。「実質的に気体不透過性」とは、錠剤成分に含有される発
泡剤からの気体の発生時に、膜のサシェまたはポーチが膨脹できる程度に膜を通る気体の
流れが好適な時間だけ遮断されることを意味する。その親水特性がゆえに、膜は胃液（ｇ
ａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）などの体液を吸収でき、拡散によって、あるいは任意に浸透
を利用して、錠剤成分に含有される有効成分を、量を制御しながら徐放（ｒｅｔａｒｄｅ
ｄ　ｒｅｌｅａｓｅ）と連続放出を実現することが可能である。
【０１４０】
　発泡性の親水性膜に適したプラスチックまたはワックス様ポリマー材料としては、たと
えば親水箔、たとえばセルロースエーテル（メチル－またはエチル－セルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース、メチル－またはエチル－ヒドロキシエチルセルロース、メチル
－またはエチル－ヒドロキシプロピルセルロースカルボキシメチルセルロースなど）の箔
、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリアクリロニトリ
ル、ポリビニルピロリドンとポリビニルアルコールとの混合物、無水フタル酸／ポリヒド
ロキシアルコールを主成分とする樹脂、ウレタン、ポリアミド、セラックなどがあげられ
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る。
【０１４１】
　特定の実施形態では、加水分解度が９２％を超えるポリビニルアルコール（完全加水分
解ポリビニルアルコール）、特に９７％を超える９８シリーズのＭＯＷＩＯＬ、たとえば
ＭＯＷＩＯＬ　４－９８、１０－９８、２０－９８、２８－９９、５６－９８および６６
－１００、ＰＶＡＵ２２８－０８などを使用する。他の実施形態では、ＭＯＷＩＯＬ　２
８－９９およびＰＶＡＵ２２８－０８を用いる。
【０１４２】
　これらの材料に対し、たとえば膜の弾力を改善する可塑剤、たとえばグリセロール、ス
テアリン酸ポリエチレングリコール４００またはステアリン酸ポリエチレングリコール２
０００などのポリエチレングリコール／脂肪酸エステル、クエン酸トリエチル、フタル酸
ジエチル、セバシン酸ジエチルなど、さらに補助剤を加えることが可能である。添加する
可塑剤の量は、剤形の総重量に対しておおよそで０．０１から６０重量％である。１０～
３０％ｗ／ｗのグリセロールを可塑剤としてたとえば２０％使用してもよい。
【０１４３】
　一実施形態では、水に溶解させてポリビニルアルコールと可塑剤などの添加剤との均質
な混合物、たとえばグリセロールおよび／またはステアリン酸ポリエチレングリコール４
００を調製し、これを任意に加熱して水分を飛ばして１００ｍｍなどの好適な厚さの層を
形成するか、ポリビニルアルコールの水溶液（添加剤なし）を蒸発させることで、発泡性
膜を生成する。ポリビニルアルコール、特に加水分解度が９７％を超えるポリビニルアル
コール、ポリエチレングリコール／脂肪酸エステル、たとえばステアリン酸ポリエチレン
グリコール４００またはステアリン酸ポリエチレングリコール２０００に、任意にグリセ
ロールなどの可塑剤を添加したものの水溶液の蒸発後に得られるフィルムまたは箔は、伸
展性が高いことで他とは区別される。約４０～８５％のポリビニルアルコールと、０～４
０％のステアリン酸ポリエチレングリコールと、１０～３０％のグリセロールとを含有す
る水溶液の蒸発後に得られるフィルム様の残渣には、特に都合のよい特性がある。このフ
ィルムは、特に良好な伸展性で他とは区別される。このフィルムは容易に切断して個々の
錠剤成分を入れるポーチまたはサシェに形成または錠剤成分を包むシートとして使用でき
、あるいは複数枚の膜フィルムを使って錠剤成分を挟み込むことも可能である。
【０１４４】
任意の被覆
　特定の実施形態では、本発明に従って用いられる胃内保持型ビヒクルには、錠剤成分お
よび膜成分を包むかまたは含有し、かつ使用部位での体液の作用下で遅滞なく崩壊すると
ともに、フィルムコーティングあるいは好ましくはカプセル形態の被覆からなる被覆を設
けることが可能である。
【０１４５】
　好適なフィルムコーティングは、有効成分の放出をわずかしか遅らせないか、まったく
遅らせることのないものである。厚さ約２０μｍから約１５０μｍの水溶性フィルムコー
ティングが好ましい。好適なフィルムコーティング材料には、特にセルロースエーテルな
どの親水性セルロース誘導体、たとえばメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロー
スまたは特にヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリビニルピロリドンまたはポリビ
ニルピロリドンとポリ酢酸ビニルとのコポリマーと、ヒドロキシプロピルメチルセルロー
スとの混合物、セラックと、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリ酢酸ビニルまた
はそのポリビニルピロリドンとのコポリマーとの混合物、あるいは、ヒドロキシプロピル
メチルセルロースなどの水溶性セルロース誘導体と水不溶性エチルセルロースとの混合物
がある。これらのコーティング剤は、必要であれば、タルク、ポリソルベートなどの湿潤
剤（たとえば塗布を容易にするため）または色素（たとえば同定目的）などの他の補助剤
との混合物で使用可能である。成分の溶解性に応じて、これらのコーティングを水溶液ま
たは有機溶液に適用する（たとえば、セラックまたはエチルセルロースを有機溶媒に入れ
た溶液など）。また、それ自体は水不溶性のアクリレート、たとえばアクリル酸エチルと
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メタクリル酸メチルのコポリマー（水性分散液中で使用）と、たとえばラクトース、ポリ
ビニルピロリドン、ポリエチレングリコールまたはヒドロキシプロピルメチルセルロース
などの水溶性補助剤との混合物を用いることも可能である。
【０１４６】
　フィルム様コーティングを使う代わりに、本発明に従って用いられる胃内保持型ビヒク
ルに、カプセル形態の被覆を設けることも可能である。水溶解性および／または膨潤性の
高いハードゼラチンカプセルが好ましい。膜で包まれた錠剤を収容するには、サイズ００
０、サイズ００およびサイズ０のドライフィルカプセル（Ｃａｐｓｕｇｅｌ製など）が好
ましい。
【０１４７】
　被覆を用いる場合、好ましくはドライフィルカプセルであり、より好ましくはハードゼ
ラチンドライフィルカプセルである。
【０１４８】
胃内保持型ビヒクルの調製
　一態様では、本発明は、本明細書にて詳細に開示および説明した組成物の胃内保持型剤
形の製造方法を提供するものであり、当該方法は、本明細書に開示の組成物のうちのいず
れかと、結合剤および薬学的に許容される発泡剤を含む錠剤を形成し、この錠剤を、発泡
性、親水性、透水製かつ実質的に気体不透過性の膜で包み、膜を封止して、封止後の膜内
から気体が逃げるのを遅らせることを含む。任意に、この方法は、封止した膜を胃液（ｇ
ａｓｔｒｉｃ　ｆｌｕｉｄ）との接触時に遅滞なく崩壊する被覆内に封入する別のステッ
プを含む。
【０１４９】
　上述したように、錠剤成分は、都合のよい任意の打錠方法で形成可能なものである。こ
のような方法は従来技術において周知であり、たとえば、Ｒｅｍｉｎｇｔｏｎ：ｔｈｅ　
Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ　ｏｆ　Ｐｈａｒｍａｃｙ　１９ｔｈ　Ｅｄ
．１９９５　Ｍａｃｋ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ．Ｅａｓｔｏｎ　Ｐａに記載されて
いる。
【０１５０】
　本発明の胃内保持型剤形の一実施形態では、錠剤成分が発泡性の膜成分で包まれること
になる。膜は錠剤全体を包み、錠剤に含まれる発泡剤によって生成される気体が逃げるの
を遅らせるよう封止される。この包み方には、さまざまな方法がある。膜が、錠剤成分を
挿入できるだけの大きさの開口を有する、あらかじめ形成されたサシェまたはポーチであ
ってもよい。錠剤挿入後、開口部を熱および／または圧力などの適当な手段で封止する。
あるいは、錠剤のまわりに、錠剤を完全に包む錠剤のコーティングなどとして膜を形成し
てもよいし、膜材料からなる２つ以上の別々の層で錠剤成分を挟み込むか、一つの膜層を
錠剤の上に重ね、膜層を錠剤と一緒に熱および／または圧力で封止して膜を形成してもよ
い。一般に、錠剤成分を包む膜のポーチは、錠剤成分を収容する要件に合わせてできるだ
け小さくなり、胃の中で剤形が十分に膨脹できるようになっている。
【０１５１】
　上述したように、親水性膜は一般に、錠剤成分を挿入可能なサシェまたはポーチの形で
調製される。このようなポーチまたはサシェは、本明細書に記載されているようにして調
製された膜フィルムから容易に調製される。錠剤の挿入後、錠剤周囲でポーチを封止し、
錠剤成分中の発泡剤によって生成された気体が逃げるのを遅らせることができる。サシェ
またはポーチは、都合のよいどのような形状であってもよく、一般に矩形または円形にな
る。一般に、膜のサシェまたはポーチは膨らんでいない状態で一番長い部分の寸法が約２
０～２５ｍｍであり、収容対象となる錠剤成分の大きさに応じてこれより短くてもよい。
いくつかの実施形態では、膜フィルムをポーチ形に予備成形するのではなく、錠剤を２つ
の（またはそれよりも多くの）膜層間に挟むか、単層を錠剤の上に折り重ねるかして、錠
剤成分を包むフィルム層として用いる。錠剤を包んだら膜層の周囲全体を封止し、封止部
分に沿って切断して剤形を形成する。このようにして、複数の錠剤に対応できるだけの十
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分な大きさのある膜層を使用し、錠剤間の膜層を封止し、封止した膜を切断して剤形を形
成することで、複数の剤形を同時に製造してもよい。
【０１５２】
　また、１つだけでなく、膨脹可能な透過性材料の複数の被覆で錠剤成分を囲むことも可
能である。このような多層構成にすると、本明細書に開示の組成物の製剤あるいは、その
製剤の構成成分、たとえば炭酸水素ナトリウムなどの発泡剤を、個々の層の間に設けるこ
とも可能になる。多層構成にすると、胃内などの作用部位で剤形の滞留時間をさらに長く
することが可能である。また、膨脹可能な膜（ｂ）自体に、生理学的に活性な物質を含有
させるようにしてもよい。
【０１５３】
　このプロセスの一形態では、水に溶解させてたとえばポリビニルアルコールと添加剤（
可塑剤など）との均質な混合物、たとえばグリセロールおよび／またはステアリン酸ポリ
エチレングリコール４００を調製し、これを任意に加熱して水分を飛ばして１００ｍｍな
どの好適な厚さの層を形成するか、ポリビニルアルコールの水溶液（添加剤なし）を蒸発
させることで、最初に錠剤成分を包む発泡性膜を生成する。この層を切って好適な大きさ
の細片にし、錠剤成分からなる有効成分の製剤を適用する。これは、たとえばまだ開いて
いるサシェを充填し、続いてこれをたとえば熱および／または圧力で封止するなどの方法
で完全に閉じることで、実現可能である。その上で、封止後のサシェをドライフィルカプ
セルに充填することができる。
【０１５４】
　本発明による胃内保持型剤形は、さまざまな形状をとり得るものであり、錠剤成分の大
きさと形状に応じて、たとえば円形、楕円形、長円形、管状などであってもよく、さまざ
まな大きさのものであってもよい。また、剤形は、製品個々の見た目と認識しやすさを付
与するために、透明であってもよいし無色または着色されたものであってもよい。
【０１５５】
　いくつかの実施形態では、胃内保持型剤形を、錠剤に代えて活性物（すなわち、胆汁酸
捕捉剤または胆汁酸捕捉剤：プロトンポンプ阻害薬の組み合わせ）を有する微粒子または
ナノ粒子を用いて調製可能である。微粒子またはナノ粒子は、有効成分、結合剤および発
泡剤と、任意に本明細書に記載したような他の作用剤、さらには錠剤の場合で説明したよ
うな他の任意の成分を含むことになる。微粒子またはナノ粒子は、たとえば本明細書に記
載の造粒技法または他の周知の微粒子およびナノ粒子調製方法を利用して調製される。
【０１５６】
　他の胃内保持形態およびその製造・使用方法は当業者間で周知であり、本明細書にて詳
細に開示および説明した組成物で使用するのにも適している。これには、たとえば、米国
特許第４，９９６，０５８号明細書；同第６，８８１，４２０号明細書；同第６，７７６
，９９９号明細書；同第６，７２３，３４０号明細書；同第６，６８５，９６２号明細書
；同第６，５４８，０８３号明細書；同第５，９７２，３８９号明細書；同第４，８５１
，２３２号明細書；同第４，７３５，８０４号明細書ならびに、米国特許出願公開第２０
０７０２６９５１２号明細書；同第２００７０１９６３９６号明細書；同第２００７０１
９０１４０号明細書；同第２００６００１３８７６号明細書；同第２００５０２０２０９
０号明細書；同第２００４０１８００８６号明細書；同第２００３０１０４０５３号明細
書；および同第２００３００２１８４５（各々その全体を本明細書に援用する）に記載お
よび開示されているものがある。
【０１５７】
投与量および投与計画
　上述した化合物の有効成分としての用量は、投与目的すなわち、治療的処置または予防
的処置、治療または予防の対象となる疾患の性質、患者の症状、体重、年齢、性別などに
応じて適宜決定できる。本開示による医薬品を投与するための方法では、プロトンポンプ
阻害薬および／または他の任意の作用剤を胆汁酸捕捉剤と同時に投与してもよいし、作用
剤を任意の順序で連続投与してもよい。実用的に望ましい方法および投与順序は、投与目
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的すなわち、治療的処置または予防的処置、治療または予防の対象となる疾患の性質、患
者の症状、体重、年齢、性別などに応じて変わる。事前にセットされた特定の症状下での
本明細書にて詳細に説明する最適な方法および化合物の投与順序は、当業者が常法と本明
細書に記載の情報との助けを借りて適宜選択できるものである。
【０１５８】
　一般に、成人の場合で１日あたり約２ｇから２４ｇの量の胆汁酸捕捉剤を経口投与すれ
ばよい。あるいは、成人の場合で１日あたり約１０ｍｇから８０ｍｇの量のプロトンポン
プ阻害薬と、約２ｇから２４ｇの胆汁酸捕捉剤を経口投与してもよい。このような用量を
、できれば１日１回から１日数回に分割して投与すればよい。たとえば、本開示の組成物
を少なくとも１×、２×、３×、４×、５×、６×、８×、１０×または２０×投与すれ
ばよい。好ましい実施形態は、数日間、数週間、数か月間または数年間の期間にわたって
、本明細書に記載の組成物を少なくとも１日１回投与する場合を含む。作用剤については
、少なくとも１日１回、２回、３回または４回投与すればよい。望ましい治療作用、患者
の応答および他の要因次第で、食間、食事中、食前（すなわち、食事をする前の５分、１
０分、１５分、２０分、２５分、３０分、３５分、４０分、４５分、５０分、５５分また
は６０分、２時間、４時間、８時間または１２時間以内）または食後（すなわち、食事の
後５分、１０分、１５分、２０分、２５分、３０分、３５分、４０分、４５分、５０分、
５５分または６０分、２時間、４時間、８時間または１２時間以内）に剤形を投与しても
よい。
【０１５９】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満か
ら少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満（少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なく
とも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇま
たは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未
満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくと
も約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１
ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇま
たは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは
約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１
７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ
未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満
、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少
なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なく
とも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも
約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満、少なくとも約３
０ｇまたは約３０ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセ
ベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）を含み得る。投与単位（経口投与単位な
ど）には、たとえば、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満から少なくとも約２００ｍ
ｇまたは約２００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約１
００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少な
くとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未
満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約
４０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇ
または約５ｍｇ未満から少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約１０
ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも
約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少な
くとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満、少なくとも約２ｍｇまたは約２ｍｇ未満、少なくと
も約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満、少なくとも約４ｍｇまたは約４ｍｇ未満、少なくとも約
５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満、少なくとも約
１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満、少なくと
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も約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満、少な
くとも約または約未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０
ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約
５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくと
も約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少な
くとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、
少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未
満、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍ
ｇ未満、少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまた
は約１０５ｍｇ未満、少なくとも約１１０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１
１５ｍｇまたは約１１５ｍｇ未満、少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプ
ロトンポンプ阻害薬（オメプラゾール、エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプ
ラゾール、ラベプラゾール、テナトプラゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（
ｄｏｎｔｏｐｒａｚｏｌｅ）、およびランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）な
ど）と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満から少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満
（少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも
約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは
約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、
少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約
１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２
ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇま
たは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは
約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１
８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ
未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満
、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少
なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なく
とも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも
約２９ｇまたは約２９ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満など）の胆汁酸捕
捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸
など）とを含み得る。投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約０．
２ｇまたは約０．２未満から少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満（少なくとも約０．２ｇ
または約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．
６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約
１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．
４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約
１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．
２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約
２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくと
も約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約
３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくと
も約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約
４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくと
も約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少な
くとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくと
も約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少な
くとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満など）の胆
汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコ
ール酸など）を含み得る。投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約
１ｍｇまたは約１ｍｇ未満から少なくとも約２００ｍｇまたは約２００ｍｇ未満、少なく
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とも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、
少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０
ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまた
は約１００ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくとも約１０
０ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも
約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少な
くとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満か
ら少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満
、少なくとも約２ｍｇまたは約２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満、少
なくとも約４ｍｇまたは約４ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少なく
とも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満、少
なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満
、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ
未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０
ｍｇ未満、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇまたは約
５０ｍｇ未満、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０ｍｇまた
は約６０ｍｇ未満、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約７０ｍｇ
または約７０ｍｇ未満、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくとも約８０
ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少なくとも約
９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、少なくと
も約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０５ｍｇ未
満、少なくとも約１１０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇまたは約
１１５ｍｇ未満、少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポンプ阻害
薬（オメプラゾール、エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプ
ラゾール、テナトプラゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔｏｐｒａ
ｚｏｌｅ）、およびランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、少なくと
も約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満から少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満（少なくとも
約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なく
とも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少
なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なく
とも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少
なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なく
とも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少
なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満
、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少
なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満
、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少
なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満
、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ
未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満
、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ
未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満
など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソ
デオキシコール酸など）とを含み得る。
【０１６０】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１
ｇ未満から少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満（少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ
未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．
３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約
０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまた
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は約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇ
または約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまた
は約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇ
または約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．
５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約
１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくと
も約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約
２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくと
も約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少な
くとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、
少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未
満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満な
ど）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデ
オキシコール酸など）を含み得る。投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少な
くとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満から少なくとも約２００ｍｇまたは約２００ｍｇ未満
、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍ
ｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは
約１２０ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００
ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくと
も約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少
なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満
から少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍ
ｇ未満から少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１
ｍｇ未満、少なくとも約２ｍｇまたは約２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ
未満、少なくとも約４ｍｇまたは約４ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満
、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ
未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５
ｍｇ未満、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約
３５ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまた
は約４０ｍｇ未満、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇ
または約５０ｍｇ未満、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０
ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約
７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくと
も約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少な
くとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、
少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０
５ｍｇ未満、少なくとも約１１０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇ
または約１１５ｍｇ未満、少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポ
ンプ阻害薬（オメプラゾール、エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール
、ラベプラゾール、テナトプラゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔ
ｏｐｒａｚｏｌｅ）、およびランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、
少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満から少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満（少
なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満
、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ
未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．
６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約
０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約
１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約
１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまた
は約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇ
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または約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．
８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約
２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．
２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約
２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくと
も約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少な
くとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満、
少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラ
ム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）とを含み得る。
【０１６１】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．
０２ｇ未満から少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満（少なくとも約０．０２ｇま
たは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約
０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、
少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２
ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまた
は約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０
．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なく
とも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ
未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約
０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４
ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくと
も約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、
少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．
４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇ
または約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０
．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少
なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５
８ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチ
ラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）を含み得
る。投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ
未満から少なくとも約２００ｍｇまたは約２００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約
５ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇ
または約１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満、少なくとも
約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、
少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００
ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約８０ｍｇまたは約８
０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約４０ｍｇまた
は約４０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約６０ｍ
ｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満、少なくとも約２ｍｇ
または約２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満、少なくとも約４ｍｇまた
は約４ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは
約１０ｍｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇま
たは約２０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満、少なくとも約３０ｍ
ｇまたは約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約３
５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも
約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満、少なく
とも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少
なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満
、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ
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未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０
ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、少なくとも約１００ｍｇまたは
約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０５ｍｇ未満、少なくとも約１１
０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇまたは約１１５ｍｇ未満、少な
くとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポンプ阻害薬（オメプラゾール、
エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプラゾール、テナトプラ
ゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔｏｐｒａｚｏｌｅ）、およびラ
ンソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、少なくとも約０．０２ｇまたは
約０．０２ｇ未満から少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満（少なくとも約０．０
２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なく
とも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ
未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０
．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６
ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくと
も約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、
少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．
２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇま
たは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０
．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少
なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ
未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは
約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．
４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくと
も約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未
満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約
０．５８ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コ
レスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）と
を含み得る。
【０１６２】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．
０１ｇ未満から少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満（少なくとも約０．０１ｇま
たは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約
０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、
少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．
０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇ
または約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも
約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少
なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１
３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇま
たは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約
０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、
少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２
ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまた
は約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０
．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少
なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２
７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇま
たは約０．２９ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満など）の胆汁酸捕捉
剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸、
セベラマーなど）を含み得る。投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくと
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も約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満から少なくとも約２００ｍｇまたは約２００ｍｇ未満、少
なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未
満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは約１
２０ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇ
または約１００ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくとも約
１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なく
とも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から
少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未
満から少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ
未満、少なくとも約２ｍｇまたは約２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満
、少なくとも約４ｍｇまたは約４ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少
なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満
、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ
未満、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５
ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約
４０ｍｇ未満、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇまた
は約５０ｍｇ未満、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０ｍｇ
または約６０ｍｇ未満、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約７０
ｍｇまたは約７０ｍｇ未満、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくとも約
８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少なくと
も約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、少な
くとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０５ｍ
ｇ未満、少なくとも約１１０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇまた
は約１１５ｍｇ未満、少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポンプ
阻害薬（オメプラゾール、エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール、ラ
ベプラゾール、テナトプラゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔｏｐ
ｒａｚｏｌｅ）、およびランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、少な
くとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満から少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ
未満（少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは
約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．
０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少な
くとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７
ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまた
は約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１
１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なく
とも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ
未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは
約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．
１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少な
くとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未
満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約
０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２
５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なく
とも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ
未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは未
満約０．３ｇなど）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－Ｈ
Ｃｌ、ウルソデオキシコール酸、セベラマーなど）とを含み得る。
【０１６３】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満か
ら少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満（少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少
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なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なく
とも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも
約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４
０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇ
または約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまた
は約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約
７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０
ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未
満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未
満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０
ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１
２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは
約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇま
たは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満、少なくとも約１５０
ｇまたは約１５０ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセ
ベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）を含み得る。投与単位（経口投与単位な
ど）には、たとえば、少なくとも約１または約１未満から２００ｍｇ、少なくとも約５ｍ
ｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも
約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満、
少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００
ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまた
は約１００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約８０ｍｇ
または約８０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約４
０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくと
も約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満、少なくと
も約２ｍｇまたは約２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満、少なくとも約
４ｍｇまたは約４ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少なくとも約１０
ｍｇまたは約１０ｍｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満、少なくとも約
２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満、少なくと
も約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少な
くとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、
少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未
満、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍ
ｇ未満、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約７０ｍｇまたは約７
０ｍｇ未満、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくとも約８０ｍｇまたは
約８０ｍｇ未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少なくとも約９０ｍｇま
たは約９０ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、少なくとも約１００
ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０５ｍｇ未満、少なく
とも約１１０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇまたは約１１５ｍｇ
未満、少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポンプ阻害薬（オメプ
ラゾール、エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプラゾール、
テナトプラゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔｏｐｒａｚｏｌｅ）
、およびランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、少なくとも約５ｇま
たは約５ｇ未満から少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満（少なくとも約５ｇまた
は約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１
５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ
未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満
、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少
なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なく
とも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも
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約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８
０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇ
または約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇま
たは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０
ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１
２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも
約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なく
とも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満、少
なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレ
セベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）とを含み得る。
【０１６４】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満か
ら少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満（少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なく
とも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇま
たは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約
１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６
ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未
満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、
少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少な
くとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくと
も約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約
３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２
ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇま
たは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは
約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５
４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ
未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、
コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）を含み得る。投与
単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満から
少なくとも約２００ｍｇまたは約２００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未
満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約
１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍ
ｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくと
も約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満
、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未
満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約４０ｍｇまたは約４０
ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約６０ｍｇまたは
約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満、少なくとも約２ｍｇまたは約
２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満、少なくとも約４ｍｇまたは約４ｍ
ｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍ
ｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２
０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満、少なくとも約３０ｍｇまたは
約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇま
たは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約４５ｍ
ｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満、少なくとも約５
５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも
約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満、少なく
とも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少
なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満
、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、少なくとも約１００ｍｇまたは約１００
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ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０５ｍｇ未満、少なくとも約１１０ｍｇま
たは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇまたは約１１５ｍｇ未満、少なくとも約
１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポンプ阻害薬（オメプラゾール、エソメプ
ラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプラゾール、テナトプラゾール、
レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔｏｐｒａｚｏｌｅ）、およびランソプラ
ゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満から
少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満（少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくと
も約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇまた
は約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１
２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ
未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満
、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少
なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なく
とも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくとも
約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約３
８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇ
または約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇまた
は約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約
５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５４
ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ未
満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コ
レセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）とを含み得る。
【０１６５】
　投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未
満から少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満（少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ
未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満
、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少
なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なく
とも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも
約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なく
とも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少
なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満
、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ
未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９
０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約
２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまた
は約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇ
または約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７
０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約
２９０ｇまたは約２９０ｇ未満、少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満など）の胆
汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム－ＨＣｌ、ウルソデオキシコ
ール酸など）を含み得る。投与単位（経口投与単位など）には、たとえば、少なくとも約
１ｍｇまたは約１ｍｇ未満から少なくとも約２００ｍｇまたは約２００ｍｇ未満、少なく
とも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、
少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０
ｍｇ未満、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満から少なくとも約１００ｍｇまた
は約１００ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満から少なくとも約１０
０ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満から少なくとも
約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満から少な
くとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満か
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ら少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満、少なくとも約１ｍｇまたは約１ｍｇ未満
、少なくとも約２ｍｇまたは約２ｍｇ未満、少なくとも約３ｍｇまたは約３ｍｇ未満、少
なくとも約４ｍｇまたは約４ｍｇ未満、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満、少なく
とも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満、少
なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満
、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ
未満、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０
ｍｇ未満、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満、少なくとも約５０ｍｇまたは約
５０ｍｇ未満、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満、少なくとも約６０ｍｇまた
は約６０ｍｇ未満、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満、少なくとも約７０ｍｇ
または約７０ｍｇ未満、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満、少なくとも約８０
ｍｇまたは約８０ｍｇ未満、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満、少なくとも約
９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満、少なくと
も約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満、少なくとも約１０５ｍｇまたは約１０５ｍｇ未
満、少なくとも約１１０ｍｇまたは約１１０ｍｇ未満、少なくとも約１１５ｍｇまたは約
１１５ｍｇ未満、少なくとも約１２０ｍｇまたは約１２０ｍｇ未満のプロトンポンプ阻害
薬（オメプラゾール、エソメプラゾール、ランソプラゾール、パントプラゾール、ラベプ
ラゾール、テナトプラゾール、レミノプラゾール、ドントプラゾール（ｄｏｎｔｏｐｒａ
ｚｏｌｅ）、およびランソプラゾール（ｒａｎｓｏｐｒａｚｏｌｅ）など）と、少なくと
も約１０ｇまたは約１０ｇ未満から少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満（少なく
とも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも
約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５
０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇ
または約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまた
は約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇま
たは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０
ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１
５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも
約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なく
とも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少
なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満
、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ
未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６
０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約
２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満、少なくとも約３００ｇまた
は約３００ｇ未満など）の胆汁酸捕捉剤（コレスチラミン、コレセベラム、コレセベラム
－ＨＣｌ、ウルソデオキシコール酸など）とを含み得る。
【０１６６】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２
ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４
ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少な
くとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇ
または約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは
約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１
３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ
未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満
、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少
なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なく
とも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも
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約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２
６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇ
または約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０
ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、
投与単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満
、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも
約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは
約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、
少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少な
くとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくと
も約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約
１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８
ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇま
たは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは
約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２
４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ
未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満
、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なく
とも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少な
くとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇ
または約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ
未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なく
とも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇ
または約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまた
は約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約
１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６
ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未
満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、
少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少な
くとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくと
も約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約
２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９
ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２０ｍｇまた
は約２０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは
約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、
少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約
６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約
８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満
、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少
なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なく
とも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも
約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１
９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇ
または約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまた
は約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約
２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７
ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未
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満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを
含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なく
とも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇま
たは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未
満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくと
も約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１
ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇま
たは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは
約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１
７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ
未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満
、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少
なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なく
とも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも
約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくと
も約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形
態では、投与単位が、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約
２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少
なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７
ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９
ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未
満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、
少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少な
くとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくと
も約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約
２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２
ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇま
たは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは
約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２
８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約
３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が
、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬
と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくと
も約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまた
は約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満
、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも
約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１
２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇ
または約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまた
は約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約
１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０
ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未
満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、
少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少な
くとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくと
も約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４０
ｍｇまたは約４０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１
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ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３
ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少な
くとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇ
または約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１
０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ
未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満
、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少
なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なく
とも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも
約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２
３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇ
または約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまた
は約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約
２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍ
ｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満
、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも
約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは
約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、
少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくと
も約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約
１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５
ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇま
たは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは
約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２
１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ
未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満
、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少
なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは
少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定
の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満の少なくとも
１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇ
または約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ
未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なく
とも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇま
たは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約
１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３
ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未
満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、
少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少な
くとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくと
も約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約
２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６
ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇま
たは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇ
または約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投
与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポン
プ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、
少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約
５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約
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７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少
なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なく
とも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも
約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１
６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇ
または約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまた
は約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約
２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４
ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未
満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、
少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満
の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくと
も約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なく
とも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇま
たは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未
満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくと
も約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇま
たは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは
約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１
４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ
未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満
、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少
なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なく
とも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも
約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２
７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇ
または約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の
胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６５ｍｇまたは
約６５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約
１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少
なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６
ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８
ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、
少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少な
くとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくと
も約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約
１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９
ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇま
たは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは
約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２
５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ
未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満
あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含
む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少
なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくと
も約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまた
は約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満
、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも
約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇ
または約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまた
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は約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約
１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７
ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未
満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、
少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少な
くとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくと
も約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約
２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも
約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態
では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２
ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少な
くとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇ
または約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ
未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満
、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少
なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なく
とも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも
約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２
０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇ
または約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまた
は約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約
２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８
ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３
０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、
少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも
約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは
約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、
少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約
１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２
ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇま
たは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは
約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１
８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ
未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満
、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少
なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なく
とも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも
約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくと
も１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８５ｍ
ｇまたは約８５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇ
または約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ
未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なく
とも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇま
たは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０
ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未
満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、
少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少な
くとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくと
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も約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約
２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３
ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇま
たは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは
約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２
９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉
剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ
未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、
少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約
４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約
６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少
なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも
約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１
３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇ
または約１５ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまた
は約１７ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約
１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１
ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未
満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、
少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少な
くとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少
なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の
実施形態では、投与単位が、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満の少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇま
たは約２ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未
満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくと
も約７ｇまたは約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまた
は約９ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１
１ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ
未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満
、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少
なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なく
とも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも
約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２
４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇ
または約２６ｇ未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまた
は約２８ｇ未満、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇま
たは約３０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与
単位が、少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬と、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満
、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも
約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約７ｇまたは
約７ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約９ｇまたは約９ｇ未満、
少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１１ｇまたは約１１ｇ未満、少な
くとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１３ｇまたは約１３ｇ未満、少なくと
も約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約
１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１７ｇまたは約１７ｇ未満、少なくとも約１８
ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約１９ｇまたは約１９ｇ未満、少なくとも約２０ｇま
たは約２０ｇ未満、少なくとも約２１ｇまたは約２１ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは
約２２ｇ未満、少なくとも約２３ｇまたは約２３ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２
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４ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ
未満、少なくとも約２７ｇまたは約２７ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満
、少なくとも約２９ｇまたは約２９ｇ未満あるいは少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
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ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１６７】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なく
とも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少
なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なく
とも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少
なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満
、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少
なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満
、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少
なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満
、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ
未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満
、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ
未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満
、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ
未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．
８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と
を含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満
の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未
満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６
ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未
満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４
ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１
．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２
ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２
．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３
ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３
．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは
約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４
．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは
約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは
約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは
約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇま
たは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１５ｍｇまたは約１
５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約
０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまた
は約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまた
は約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまた
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は約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇ
または約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまた
は約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇ
または約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇ
または約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇ
または約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．
８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇ
または約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．
６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約
５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．
４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約
５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２０ｍｇ
または約２０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２
ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０
．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも
約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１
．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも
約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２
．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも
約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なく
とも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも
約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なく
とも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも
約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なく
とも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少
なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なく
とも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少
なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の
少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも
約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくと
も約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少な
くとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、
少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少な
くとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、
少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少な
くとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、
少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未
満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、
少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未
満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、
少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未
満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８
ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未
満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６
ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約
６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、
少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ
未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．
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８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ
未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．
６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ
未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．
４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約
２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．
２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約
３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約
４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約
４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまた
は約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約
５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまた
は約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６
ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投
与単位が、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポン
プ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは
約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇま
たは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは
約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇま
たは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇま
たは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇま
たは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８
ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇま
たは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６
ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４
ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４
ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４
．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２
ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５
．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少な
くとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形
態では、投与単位が、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満の少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．
４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約
０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．
２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約
１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくと
も約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約
２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくと
も約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約
３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくと
も約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少な
くとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくと
も約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少な
くとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくと
も約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少な
くとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あ
るいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特
定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なく
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とも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少
なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なく
とも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少
なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満
、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少
なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満
、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少
なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満
、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ
未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満
、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ
未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満
、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ
未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．
８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と
を含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満
の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未
満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６
ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未
満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４
ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１
．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２
ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２
．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３
ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３
．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは
約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４
．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは
約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは
約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは
約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇま
たは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５
５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約
０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまた
は約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまた
は約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまた
は約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇ
または約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまた
は約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇ
または約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇ
または約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇ
または約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．
８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇ
または約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．
６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約
５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．
４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約
５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇ
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または約６０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２
ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０
．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも
約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１
．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも
約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２
．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも
約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なく
とも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも
約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なく
とも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも
約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なく
とも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少
なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なく
とも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少
なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の
少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも
約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくと
も約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少な
くとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、
少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少な
くとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、
少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少な
くとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、
少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未
満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、
少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未
満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、
少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未
満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８
ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未
満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６
ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約
６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、
少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ
未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．
８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ
未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．
６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ
未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．
４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約
２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．
２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約
３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約
４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約
４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまた
は約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約
５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまた
は約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６
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ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投
与単位が、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポン
プ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは
約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇま
たは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは
約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇま
たは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇま
たは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇま
たは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８
ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇま
たは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６
ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４
ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４
ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４
．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２
ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５
．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少な
くとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形
態では、投与単位が、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満の少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．
４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約
０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．
２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約
１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくと
も約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約
２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくと
も約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約
３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくと
も約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少な
くとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくと
も約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少な
くとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくと
も約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少な
くとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あ
るいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特
定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なく
とも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少
なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なく
とも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少
なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満
、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少
なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満
、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少
なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満
、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ
未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満
、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ
未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満
、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ
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未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇまたは約５．
８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と
を含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満
の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未
満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６
ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未
満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４
ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１
．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２
ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２
．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇまたは約３
ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇまたは約３
．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．８ｇまたは
約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇまたは約４
．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．６ｇまたは
約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約５ｇまたは
約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．４ｇまたは
約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約５．８ｇま
たは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９５ｍｇまたは約９
５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．２ｇまたは約
０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまた
は約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約１ｇまた
は約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまた
は約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．８ｇ
または約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまた
は約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．６ｇ
または約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約３ｇ
または約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なくとも約３．４ｇ
または約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少なくとも約３．
８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約４．２ｇ
または約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少なくとも約４．
６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満、少なくとも約
５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少なくとも約５．
４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満、少なくとも約
５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満の少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１００ｍ
ｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０
．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも
約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なく
とも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも
約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なく
とも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも
約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なく
とも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少
なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満、少なくとも約３．２ｇまたは約３．２ｇ未満、少なく
とも約３．４ｇまたは約３．４ｇ未満、少なくとも約３．６ｇまたは約３．６ｇ未満、少
なくとも約３．８ｇまたは約３．８ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なく
とも約４．２ｇまたは約４．２ｇ未満、少なくとも約４．４ｇまたは約４．４ｇ未満、少
なくとも約４．６ｇまたは約４．６ｇ未満、少なくとも約４．８ｇまたは約４．８ｇ未満
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、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約５．２ｇまたは約５．２ｇ未満、少
なくとも約５．４ｇまたは約５．４ｇ未満、少なくとも約５．６ｇまたは約５．６ｇ未満
、少なくとも約５．８ｇまたは約５．８ｇ未満あるいは少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
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ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１６８】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なく
とも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少
なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満
、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ
未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．
９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ
未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．
３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約
１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまた
は約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇ
または約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまた
は約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇ
または約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．
５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約
２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくと
も約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１０
ｍｇまたは約１０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０
．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも
約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なく
とも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少
なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満
、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少
なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満
、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ
未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．
６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約
１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約
２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約
２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまた
は約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇ
または約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．
８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なく
とも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態
では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇま
たは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４
ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０
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．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも
約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なく
とも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも
約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なく
とも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少
なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満
、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ
未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満
、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ
未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．
５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約
２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまた
は約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸
捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５
ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０
．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは
約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇま
たは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７
ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０
．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１
ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１
．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも
約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なく
とも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少
なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なく
とも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少
なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満
、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ
未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．
８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは
約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が
、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬
と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２
ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０
．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは
約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇま
たは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇま
たは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇま
たは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４
ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１
．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも
約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なく
とも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも
約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なく
とも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少
なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満
、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ
未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含
む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の少
なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、
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少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未
満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５
ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０
．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは
約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１
．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは
約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇま
たは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７
ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１
．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１
ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２
．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも
約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なく
とも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少
なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の
少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも
約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくと
も約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少な
くとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、
少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未
満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８
ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未
満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２
ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１
．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは
約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇま
たは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇま
たは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇま
たは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４
ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２
．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも
約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは
少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実
施形態では、投与単位が、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約
０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくと
も約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少な
くとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、
少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未
満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、
少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未
満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５
ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１
．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは
約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２
．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは
約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇま
たは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７
ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２
．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１
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種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４０ｍｇま
たは約４０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇ
または約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．
３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約
０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくと
も約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少な
くとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくと
も約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少な
くとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、
少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未
満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８
ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未
満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２
ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２
．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは
約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇま
たは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約
３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、
投与単位が、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまた
は約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇ
または約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．
６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約
０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくと
も約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約
１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくと
も約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少な
くとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、
少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未
満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、
少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未
満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５
ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２
．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは
約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍ
ｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．
１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約
０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまた
は約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇ
または約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．
９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇ
または約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．
３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約
１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくと
も約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少な
くとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくと
も約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少な
くとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、
少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未
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満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８
ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約
３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、
少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ
未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．
４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約
０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまた
は約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまた
は約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまた
は約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇ
または約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．
６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約
１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくと
も約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約
２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくと
も約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少な
くとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、
少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未
満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む
。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満の少な
くとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少
なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満
、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ
未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．
７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約
０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．
１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約
１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまた
は約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇ
または約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．
９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇ
または約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．
３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約
２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくと
も約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少な
くとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少
なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約
６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも
約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なく
とも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少
なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満
、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ
未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満
、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ
未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．
４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約
１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまた
は約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまた
は約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまた
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は約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇ
または約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．
６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約
２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少
なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施
形態では、投与単位が、少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０
．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも
約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なく
とも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少
なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満
、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少
なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満
、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ
未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．
７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約
１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．
１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約
２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまた
は約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇ
または約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．
９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇまた
は約７５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇま
たは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３
ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０
．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも
約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なく
とも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも
約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なく
とも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少
なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満
、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ
未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満
、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ
未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．
４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約
２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまた
は約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３
ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投
与単位が、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポン
プ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは
約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇま
たは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６
ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０
．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも
約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１
．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも
約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なく
とも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少
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なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満
、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少
なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満
、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ
未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．
７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約
２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉
剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ
未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１
ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０
．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは
約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇま
たは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９
ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇま
たは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３
ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１
．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも
約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なく
とも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも
約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なく
とも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少
なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満
、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ
未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３
ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少
なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、
少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未
満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４
ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０
．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは
約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは
約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは
約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇま
たは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６
ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１
．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも
約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２
．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも
約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なく
とも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少
なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満
あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。
特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満の少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少な
くとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、
少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未
満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７
ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０
．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１
ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１
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．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは
約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇま
たは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇまたは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９
ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇま
たは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇまたは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３
ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２
．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも
約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なく
とも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１
００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくと
も約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少な
くとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、
少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未
満、少なくとも約０．７ｇまたは約０．７ｇ未満、少なくとも約０．８ｇまたは約０．８
ｇ未満、少なくとも約０．９ｇまたは約０．９ｇ未満、少なくとも約１ｇまたは約１ｇ未
満、少なくとも約１．１ｇまたは約１．１ｇ未満、少なくとも約１．２ｇまたは約１．２
ｇ未満、少なくとも約１．３ｇまたは約１．３ｇ未満、少なくとも約１．４ｇまたは約１
．４ｇ未満、少なくとも約１．５ｇまたは約１．５ｇ未満、少なくとも約１．６ｇまたは
約１．６ｇ未満、少なくとも約１．７ｇまたは約１．７ｇ未満、少なくとも約１．８ｇま
たは約１．８ｇ未満、少なくとも約１．９ｇまたは約１．９ｇ未満、少なくとも約２ｇま
たは約２ｇ未満、少なくとも約２．１ｇまたは約２．１ｇ未満、少なくとも約２．２ｇま
たは約２．２ｇ未満、少なくとも約２．３ｇまたは約２．３ｇ未満、少なくとも約２．４
ｇまたは約２．４ｇ未満、少なくとも約２．５ｇまたは約２．５ｇ未満、少なくとも約２
．６ｇまたは約２．６ｇ未満、少なくとも約２．７ｇまたは約２．７ｇ未満、少なくとも
約２．８ｇまたは約２．８ｇ未満、少なくとも約２．９ｇまたは約２．９ｇ未満あるいは
少なくとも約３ｇまたは約３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定
の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特
定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特
定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。
特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実
施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬
がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬
がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特
定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、
少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも
１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ
阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールであ
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る。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールで
あり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少
なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ
阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣ
ｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾ
ールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態で
は、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロト
ンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラ
ムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾ
ールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施
形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくと
も１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレス
チラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプ
ラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレス
チポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナト
プラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施
形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくと
も１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
テナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定
の実施形態では、投与単位と一日量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの
任意の時点で食物と一緒に、１日のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食
物と一緒に（朝食と一緒など）、低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さ
まざまな実施形態では、投与単位を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。
投与単位については、少なくとも１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体
拮抗薬またはこれらの組み合わせなどの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１６９】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少
なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０
６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまた
は約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．
１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少な
くとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未
満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約
０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２
８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも
約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満
、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０
．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇま
たは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約
０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、
少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２
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ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまた
は約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくと
も約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実
施形態では、投与単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満の少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくと
も約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未
満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０
．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇ
または約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも
約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少
なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２
４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇま
たは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．
３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少な
くとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８
ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約
０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４
６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なく
とも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満
、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０
．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０
．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態
では、投与単位が、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０
．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少
なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ
未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは
約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．
１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくと
も約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未
満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約
０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇ
または約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも
約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満
、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４
２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇま
たは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約
０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少な
くとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６
ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇ
または約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、
投与単位が、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４
ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくと
も約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、
少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．
１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇ
または約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０
．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少
なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２
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８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは
約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．
３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少な
くとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未
満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約
０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５
ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも
約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満
、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは
約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単
位が、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまた
は約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０
．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なく
とも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ
未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは
約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２
ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくと
も約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未
満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．
３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇ
または約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも
約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少
なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４
６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまた
は約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．
５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少な
くとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．
６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、
少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０
．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８
ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約
０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、
少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．
１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまた
は約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０
．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少
なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ
未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは
約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．
４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくと
も約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未
満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０
．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇ
または約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも
約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なく
とも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少な
くとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４
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ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまた
は約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１
２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なく
とも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ
未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０
．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６
ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくと
も約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、
少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．
３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇま
たは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０
．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少
なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ
未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは
約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．
５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少
なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約
４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも
約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満
、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０
．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇま
たは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約
０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、
少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２
ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまた
は約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０
．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なく
とも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ
未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約
０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４
ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくと
も約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、
少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．
５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇ
または約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくと
も１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４５ｍ
ｇまたは約４５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．
０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少な
くとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８
ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約
０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１
６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なく
とも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満
、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０
．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇ
または約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約
０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、
少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４
ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまた
は約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０



(74) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なく
とも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ
未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは
約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５０ｍｇまた
は約５０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇ
または約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも
約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満
、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１
２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇま
たは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約
０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少な
くとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６
ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは
約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３
４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なく
とも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満
、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０
．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８
ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約
０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、
少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．
５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５
５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは
約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．
０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少な
くとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未
満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約
０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２
ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも
約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満
、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．
３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇま
たは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約
０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少な
くとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４
ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまた
は約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５
２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なく
とも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ
未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉
剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ
未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．
０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇ
または約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも
約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少
なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１
６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまた
は約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．
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２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少な
くとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未
満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約
０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３
８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも
約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満
、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０
．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇま
たは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約
０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あ
るいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを
含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満の
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ
未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは
約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．
１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくと
も約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未
満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０
．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇ
または約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも
約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少
なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３
４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇま
たは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．
４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少な
くとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８
ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約
０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５
６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは
少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。
特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、
少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．
０６ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇま
たは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０
．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少
なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ
未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは
約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．
２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくと
も約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未
満、少なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約
０．３８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇ
または約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも
約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満
、少なくとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５
２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇま
たは約０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なく
とも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の
実施形態では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満の少なくとも１
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種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なく
とも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ
未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約
０．１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４
ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくと
も約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、
少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．
２４ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇ
または約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０
．３２ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少
なくとも約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３
８ｇ未満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは
約０．４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．
４６ｇまたは約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少な
くとも約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未
満、少なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約
０．５６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約
０．６ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形
態では、投与単位が、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満の少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約
０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、
少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１
ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまた
は約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０
．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なく
とも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ
未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは
約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２
ｇまたは約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくと
も約０．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未
満、少なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．
４２ｇ未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇ
または約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも
約０．５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少
なくとも約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５
６ｇ未満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６
ｇまたは約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では
、投与単位が、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０
４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なく
とも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満
、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０
．１４ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８
ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約
０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、
少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．
２８ｇ未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまた
は約０．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０
．３６ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少
なくとも約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ
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未満、少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは
約０．４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．
５ｇまたは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくと
も約０．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未
満、少なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまた
は約０．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与
単位が、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ
阻害薬と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇま
たは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約
０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少な
くとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４
ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまた
は約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２
２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なく
とも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ
未満、少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０
．３２ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６
ｇまたは約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくと
も約０．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、
少なくとも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．
４６ｇ未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇま
たは約０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０
．５４ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少
なくとも約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０
．６ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が
、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬
と、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約
０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０
８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも
約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満
、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０
．１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇま
たは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約
０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、
少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２
ｇ未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまた
は約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０
．４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なく
とも約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ
未満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約
０．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４
ｇまたは約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくと
も約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ
未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少な
くとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０
．０４ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０８
ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約
０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、
少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．
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１８ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまた
は約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０
．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少
なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満、少なくとも約０．３２ｇまたは約０．３２ｇ
未満、少なくとも約０．３４ｇまたは約０．３４ｇ未満、少なくとも約０．３６ｇまたは
約０．３６ｇ未満、少なくとも約０．３８ｇまたは約０．３８ｇ未満、少なくとも約０．
４ｇまたは約０．４ｇ未満、少なくとも約０．４２ｇまたは約０．４２ｇ未満、少なくと
も約０．４４ｇまたは約０．４４ｇ未満、少なくとも約０．４６ｇまたは約０．４６ｇ未
満、少なくとも約０．４８ｇまたは約０．４８ｇ未満、少なくとも約０．５ｇまたは約０
．５ｇ未満、少なくとも約０．５２ｇまたは約０．５２ｇ未満、少なくとも約０．５４ｇ
または約０．５４ｇ未満、少なくとも約０．５６ｇまたは約０．５６ｇ未満、少なくとも
約０．５８ｇまたは約０．５８ｇ未満あるいは少なくとも約０．６ｇまたは約０．６ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
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ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１７０】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少
なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０
３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇま
たは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約
０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、
少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１
ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまた
は約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０
．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少
なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１
７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇま
たは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．
２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少な
くとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４
ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまた
は約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０
．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満ある
いは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含
む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満の少
なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未
満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約
０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０
５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なく
とも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ
未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約
０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２
ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくと
も約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未
満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約
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０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１
９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも
約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満
、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０
．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６
ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくと
も約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未
満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未
満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０
１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇま
たは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約
０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、
少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．
０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇま
たは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０
．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少
なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１
５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇま
たは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約
０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少な
くとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２
ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまた
は約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０
．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少
なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２
９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸
捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０
ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約
０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０
３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なく
とも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ
未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは
約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．
１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくと
も約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未
満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約
０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１
７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なく
とも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満
、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０
．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４
ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくと
も約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未
満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約
０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の
胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２５ｍｇまたは
約２５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇま
たは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約
０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、
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少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．
０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇ
または約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも
約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少
なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１
３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇま
たは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約
０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、
少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２
ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまた
は約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０
．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少
なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２
７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇま
たは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約３０ｍｇ
または約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０
１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なく
とも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ
未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは
約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．
０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少な
くとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未
満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約
０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１
５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なく
とも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ
未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約
０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２
ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくと
も約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未
満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約
０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２
９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約３
５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約
０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、
少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．
０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇ
または約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも
約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満
、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１
１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇま
たは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約
０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、
少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．
１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇま
たは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０
．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少
なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２
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５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇま
たは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約
０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満
の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくと
も約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なく
とも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ
未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは
約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．
０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少な
くとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９
ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約
０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１
３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なく
とも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ
未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは
約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．
２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくと
も約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未
満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約
０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２
７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なく
とも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３
ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少
なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、
少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．
０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇ
または約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも
約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満
、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０
．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇま
たは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約
０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、
少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．
１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇ
または約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも
約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少
なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２
３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇま
たは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約
０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、
少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約
０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位
が、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害
薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは
約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．
０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少な
くとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７
ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまた
は約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１
１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なく



(83) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

とも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ
未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは
約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．
１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少な
くとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未
満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約
０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２
５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なく
とも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ
未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇま
たは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投
与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポン
プ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇ
または約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも
約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満
、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０
．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９
ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約
０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、
少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．
１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇ
または約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも
約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満
、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２
１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇま
たは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約
０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、
少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．
２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．
３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態で
は、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロト
ンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．
０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少な
くとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５
ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまた
は約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０
．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なく
とも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ
未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは
約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．
１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少な
くとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９
ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約
０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２
３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なく
とも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ
未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは
約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも
約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施
形態では、投与単位が、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満の少なくとも１種の
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プロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも
約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満
、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０
．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７
ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくと
も約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、
少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．
１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇ
または約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも
約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満
、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０
．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇま
たは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約
０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、
少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．
２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇ
または約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少な
くとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定
の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少なくとも
１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少な
くとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３
ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまた
は約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０
．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少
なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ
未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは
約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．
１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少な
くとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７
ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまた
は約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２
１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なく
とも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ
未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは
約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．
２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるい
は少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む
。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満の少な
くとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満
、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまたは約０
．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５
ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくと
も約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未
満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまたは約０
．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇ
または約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少なくとも
約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満
、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまたは約０
．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９
ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なくとも約
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０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、
少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは約０．
２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇ
または約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少なくとも
約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満
あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と
を含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満
の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０．０１
ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３ｇまた
は約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくとも約０
．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未満、少
なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約０．０
８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１ｇまた
は約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも約０．
１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満、少な
くとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０．１５
ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７ｇまた
は約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくとも約０
．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、少なく
とも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．２２ｇ
未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇまたは
約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも約０．
２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満、少な
くとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０．２９
ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍ
ｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまたは約０
．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０．０３
ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少なくと
も約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０６ｇ未
満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇまたは約
０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約０．１
ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少なくとも
約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３ｇ未満
、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまたは約０
．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０．１７
ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少なくと
も約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ未満、
少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは約０．
２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．２４ｇ
または約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少なくとも
約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７ｇ未満
、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまたは約０
．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９０ｍｇまたは約
９０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１ｇまた
は約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくとも約０
．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未満、少
なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約０．０
６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０８ｇま
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たは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なくとも約
０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満、少な
くとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０．１３
ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５ｇまた
は約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくとも約０
．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未満、少
なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０．２ｇ
未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇまたは
約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも約０．
２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満、少な
くとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０．２７
ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９ｇまた
は約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９５ｍｇま
たは約９５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約０．０１
ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満、少なくと
も約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０．０４ｇ未
満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６ｇまたは約
０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくとも約０．０
８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未満、少なく
とも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．１１ｇ未満
、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇまたは約０
．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも約０．１５
ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満、少なくと
も約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０．１８ｇ未
満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇまたは約０
．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約０．２２ｇ
または約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、少なくとも
約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．２５ｇ未満
、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇまたは約０
．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも約０．２９
ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未満の少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１０
０ｍｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも
約０．０１ｇまたは約０．０１ｇ未満、少なくとも約０．０２ｇまたは約０．０２ｇ未満
、少なくとも約０．０３ｇまたは約０．０３ｇ未満、少なくとも約０．０４ｇまたは約０
．０４ｇ未満、少なくとも約０．０５ｇまたは約０．０５ｇ未満、少なくとも約０．０６
ｇまたは約０．０６ｇ未満、少なくとも約０．０７ｇまたは約０．０７ｇ未満、少なくと
も約０．０８ｇまたは約０．０８ｇ未満、少なくとも約０．０９ｇまたは約０．０９ｇ未
満、少なくとも約０．１ｇまたは約０．１ｇ未満、少なくとも約０．１１ｇまたは約０．
１１ｇ未満、少なくとも約０．１２ｇまたは約０．１２ｇ未満、少なくとも約０．１３ｇ
または約０．１３ｇ未満、少なくとも約０．１４ｇまたは約０．１４ｇ未満、少なくとも
約０．１５ｇまたは約０．１５ｇ未満、少なくとも約０．１６ｇまたは約０．１６ｇ未満
、少なくとも約０．１７ｇまたは約０．１７ｇ未満、少なくとも約０．１８ｇまたは約０
．１８ｇ未満、少なくとも約０．１９ｇまたは約０．１９ｇ未満、少なくとも約０．２ｇ
または約０．２ｇ未満、少なくとも約０．２１ｇまたは約０．２１ｇ未満、少なくとも約
０．２２ｇまたは約０．２２ｇ未満、少なくとも約０．２３ｇまたは約０．２３ｇ未満、
少なくとも約０．２４ｇまたは約０．２４ｇ未満、少なくとも約０．２５ｇまたは約０．
２５ｇ未満、少なくとも約０．２６ｇまたは約０．２６ｇ未満、少なくとも約０．２７ｇ
または約０．２７ｇ未満、少なくとも約０．２８ｇまたは約０．２８ｇ未満、少なくとも
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約０．２９ｇまたは約０．２９ｇ未満あるいは少なくとも約０．３ｇまたは約０．３ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
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施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１７１】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１
０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇ
または約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまた
は約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約
４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０
ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未
満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、
少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少な
くとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくと
も約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくと
も約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少な
くとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、
少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未
満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０
ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまた
は約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与
単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ
阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満
、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少
なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なく
とも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも
約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５
５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇ
または約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまた
は約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約
８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５
ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１
０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは
約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇま
たは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５
ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１
４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１
５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約
５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇま
たは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは
約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３
５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ
未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満
、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少



(89) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なく
とも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも
約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１
００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも
約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なく
とも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少
なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満
、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ
未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉
剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ
未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、
少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少な
くとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくと
も約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約
４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０
ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇま
たは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは
約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８
０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ
未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ
未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１
０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約
１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまた
は約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇ
または約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも
約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施
形態では、投与単位が、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまた
は約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約
２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０
ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未
満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、
少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少な
くとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくと
も約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約
８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５
ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０
５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約
１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくと
も約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少な
くとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、
少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５
０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、
少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と
、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なく
とも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも
約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３
５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇ
または約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまた
は約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約
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６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５
ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未
満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、
少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未
満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５
ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１
２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは
約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇま
たは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約３５ｍｇま
たは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまた
は約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１
５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ
未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満
、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少
なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なく
とも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも
約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８
０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇ
または約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇま
たは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０
ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１
２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも
約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なく
とも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満ある
いは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含
む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満の少
なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくと
も約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約
２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０
ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇま
たは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは
約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６
０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ
未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満
、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少
なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少
なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満
、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ
未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３
０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約
１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０
ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では
、投与単位が、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０
ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未
満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、
少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少な
くとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくと
も約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約
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６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５
ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇま
たは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは
約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまた
は約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇ
または約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２
５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約
１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくと
も約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満
の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくと
も約５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なく
とも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１
５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇ
または約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまた
は約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約
４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５
ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未
満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、
少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少な
くとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくと
も約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少な
くとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、
少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未
満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５
ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１
４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５
５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ
未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満
、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少
なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なく
とも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも
約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６
０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇ
または約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまた
は約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約
９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１
００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは
約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇま
たは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０
ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１
４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少な
くとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定
の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満の少なくとも
１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０
ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇま
たは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは
約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４
０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ
未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満
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、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少
なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なく
とも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも
約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも
約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なく
とも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少
なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満
、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ
未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは
約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単
位が、少なくとも約６５ｍｇまたは約６５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、
少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少な
くとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくと
も約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約
４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５
ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇま
たは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは
約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８
５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ
未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０
５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約
１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまた
は約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇ
または約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４
５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７０
ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５
ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまた
は約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約
２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５
ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未
満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、
少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少な
くとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくと
も約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約
９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１０
０ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約
１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくと
も約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少な
くとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、
少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未
満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未
満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少
なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なく
とも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも
約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４
０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇ
または約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまた
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は約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約
７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０
ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未
満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未
満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０
ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１
２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは
約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇま
たは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約
１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形
態では、投与単位が、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満の少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは
約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２
０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ
未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満
、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少
なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なく
とも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも
約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８
５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇ
または約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５
ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１
１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも
約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なく
とも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少
なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０
ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少
なくとも約８５ｍｇまたは約８５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、
少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくと
も約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約
２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５
ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇま
たは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは
約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６
５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ
未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満
、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少
なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満
、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ
未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２
５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約
１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまた
は約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９０ｍｇまた
は約９０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは
約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５
ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未
満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、
少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少な
くとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくと
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も約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約
７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０
ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇま
たは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまた
は約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇ
または約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２
０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約
１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくと
も約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるい
は少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む
。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満の少な
くとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも
約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２
０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇ
または約３０ｇ未満、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまた
は約４０ｇ未満、少なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約
５０ｇ未満、少なくとも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０
ｇ未満、少なくとも約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未
満、少なくとも約７５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、
少なくとも約８５ｇまたは約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少な
くとも約９５ｇまたは約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少な
くとも約１０５ｇまたは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、
少なくとも約１１５ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未
満、少なくとも約１２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０
ｇ未満、少なくとも約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１
４０ｇ未満、少なくとも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇ
または約１５０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、
投与単位が、少なくとも約１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロト
ンポンプ阻害薬と、少なくとも約５ｇまたは約５ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１
０ｇ未満、少なくとも約１５ｇまたは約１５ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ
未満、少なくとも約２５ｇまたは約２５ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満
、少なくとも約３５ｇまたは約３５ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少
なくとも約４５ｇまたは約４５ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なく
とも約５５ｇまたは約５５ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも
約６５ｇまたは約６５ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約７
５ｇまたは約７５ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約８５ｇ
または約８５ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約９５ｇまた
は約９５ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１０５ｇま
たは約１０５ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１１５
ｇまたは約１１５ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１
２５ｇまたは約１２５ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも
約１３５ｇまたは約１３５ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なく
とも約１４５ｇまたは約１４５ｇ未満あるいは少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
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１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
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【０１７２】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約４
ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８
ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未
満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、
少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少な
くとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくと
も約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約
３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくとも約３４
ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約３８ｇま
たは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇまたは
約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇまたは約４
６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ
未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５４ｇ未満
、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ未満ある
いは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。
特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約１０ｍｇ未満の少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約
４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約
８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ
未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満
、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少
なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なく
とも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも
約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくとも約３
４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約３８ｇ
または約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇまた
は約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇまたは約
４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０
ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５４ｇ未
満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ未満あ
るいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む
。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満の少な
くとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも
約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは
約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２
ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未
満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、
少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少な
くとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくと
も約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくとも約
３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約３８
ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇま
たは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇまたは
約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５
０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５４ｇ
未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ未満
あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含
む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満の少
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なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくと
も約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇまた
は約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１
２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ
未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満
、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少
なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なく
とも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくとも
約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約３
８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇ
または約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇまた
は約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約
５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５４
ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ未
満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを
含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なく
とも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇま
たは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約
１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１６
ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未
満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、
少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少な
くとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくと
も約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約
３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４２
ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇま
たは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは
約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約５
４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ
未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と
を含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約３０ｍｇまたは約３０ｍｇ未満
の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少な
くとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇ
または約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは
約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約１
６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ
未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満
、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少
なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なく
とも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも
約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約４
２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇ
または約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまた
は約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは約
５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５８
ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未
満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、少
なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約８
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ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇまた
は約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは約
１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０
ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ未
満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満、
少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少な
くとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なくと
も約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約
４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４６
ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇま
たは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまたは
約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約５
８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉
剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ
未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満、
少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも約
８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇま
たは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまたは
約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２
０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４ｇ
未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未満
、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、少
なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少なく
とも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも
約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約４
６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０ｇ
または約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇまた
は約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは約
５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍ
ｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未満
、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくとも
約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２ｇ
または約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇまた
は約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約
２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２４
ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ未
満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満、
少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少な
くとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくと
も約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも約
４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５０
ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇま
たは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまたは
約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸
捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５０ｍｇまたは約５０
ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ未
満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なくと
も約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１２
ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇま
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たは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは
約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約２
４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８ｇ
未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未満
、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、少
なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なく
とも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくとも
約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約５
０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４ｇ
または約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇまた
は約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆汁
酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５
５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２ｇ
未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少なく
とも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約１
２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６ｇ
または約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇまた
は約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは約
２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２８
ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ未
満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満、
少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少な
くとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なくと
も約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも約
５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５４
ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇま
たは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇまたは約
６０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約２
ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少な
くとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約
１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１６
ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇま
たは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまたは
約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約２
８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２ｇ
未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未満
、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少
なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少なく
とも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくとも
約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約５
４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８ｇ
または約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種の
胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６５ｍｇまたは
約６５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは約
２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、少
なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも
約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約１
６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０ｇ
または約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇまた
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は約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは約
２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３２
ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ未
満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、
少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少な
くとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なくと
も約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも約
５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５８
ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７０ｍｇまた
は約７０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまたは
約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満、
少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくと
も約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも約
１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２０
ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇま
たは約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまたは
約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約３
２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６ｇ
未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満
、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、少
なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少なく
とも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくとも
約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約５
８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇま
たは約７５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇまた
は約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未満
、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なく
とも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくとも
約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約２
０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４ｇ
または約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇまた
は約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは約
３２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３６
ｇ未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未
満、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満、
少なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少な
くとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なくと
も約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも約
５８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８０ｍｇ
または約８０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇま
たは約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ未
満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少な
くとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なくと
も約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも約
２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２４
ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇま
たは約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまたは
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約３２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約３
６ｇ未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ
未満、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未満
、少なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、少
なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少なく
とも約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくとも
約５８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なくと
も１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８５ｍ
ｇまたは約８５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２ｇ
または約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６ｇ
未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少
なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少なく
とも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくとも
約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約２
４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８ｇ
または約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇまた
は約３２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは約
３６ｇ未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０
ｇ未満、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ未
満、少なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満、
少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少な
くとも約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なくと
も約５８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９０
ｍｇまたは約９０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約２
ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約６
ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、
少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少な
くとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なくと
も約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも約
２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２８
ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇま
たは約３２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまたは
約３６ｇ未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４
０ｇ未満、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４ｇ
未満、少なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未満
、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、少
なくとも約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少なく
とも約５８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約９
５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約
２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇまたは約
６ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満
、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未満、少
なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、少なく
とも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少なくとも
約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくとも約２
８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約３２ｇ
または約３２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６ｇまた
は約３６ｇ未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約
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４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは約４４
ｇ未満、少なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４８ｇ未
満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ未満、
少なくとも約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満、少な
くとも約５８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満の少
なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約
１００ｍｇまたは約１００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なく
とも約２ｇまたは約２ｇ未満、少なくとも約４ｇまたは約４ｇ未満、少なくとも約６ｇま
たは約６ｇ未満、少なくとも約８ｇまたは約８ｇ未満、少なくとも約１０ｇまたは約１０
ｇ未満、少なくとも約１２ｇまたは約１２ｇ未満、少なくとも約１４ｇまたは約１４ｇ未
満、少なくとも約１６ｇまたは約１６ｇ未満、少なくとも約１８ｇまたは約１８ｇ未満、
少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約２２ｇまたは約２２ｇ未満、少な
くとも約２４ｇまたは約２４ｇ未満、少なくとも約２６ｇまたは約２６ｇ未満、少なくと
も約２８ｇまたは約２８ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約
３２ｇまたは約３２ｇ未満、少なくとも約３４ｇまたは約３４ｇ未満、少なくとも約３６
ｇまたは約３６ｇ未満、少なくとも約３８ｇまたは約３８ｇ未満、少なくとも約４０ｇま
たは約４０ｇ未満、少なくとも約４２ｇまたは約４２ｇ未満、少なくとも約４４ｇまたは
約４４ｇ未満、少なくとも約４６ｇまたは約４６ｇ未満、少なくとも約４８ｇまたは約４
８ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約５２ｇまたは約５２ｇ
未満、少なくとも約５４ｇまたは約５４ｇ未満、少なくとも約５６ｇまたは約５６ｇ未満
、少なくとも約５８ｇまたは約５８ｇ未満あるいは少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
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少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１７３】
　特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約５ｍｇまたは約５ｍｇ未満の少なくと
も１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも
約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４
０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇ
または約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまた
は約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは
約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇま
たは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０
ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１
６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも
約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なく
とも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少
なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満
、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ
未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７
０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約
２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１０ｍｇまたは約
１０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約
１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０
ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未
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満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、
少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少な
くとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、
少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未
満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０
ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１
７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは
約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇま
たは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０
ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２
５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも
約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なく
とも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なく
とも約１５ｍｇまたは約１５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少な
くとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくと
も約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約
５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０
ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇま
たは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇ
または約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３
０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約
１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくと
も約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少な
くとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、
少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未
満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０
ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２
６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは
約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３０
０ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態で
は、投与単位が、少なくとも約２０ｍｇまたは約２０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロト
ンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは
約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４
０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ
未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満
、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満
、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ
未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４
０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約
１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまた
は約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇ
または約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２
０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約
２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくと
も約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少な
くとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あ
るいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを
含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約２５ｍｇまたは約２５ｍｇ未満の
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少
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なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なく
とも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも
約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８
０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００
ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１
２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも
約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なく
とも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少
なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満
、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ
未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３
０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約
２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまた
は約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇ
または約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約３０ｍｇ
または約３０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇ
または約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまた
は約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約
５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０
ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未
満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０
ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１
３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは
約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇま
たは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０
ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２
１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも
約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なく
とも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少
なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満
、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３
００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が
、少なくとも約３５ｍｇまたは約３５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬
と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、
少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少な
くとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくと
も約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約
９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約
１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくと
も約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少な
くとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、
少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未
満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００
ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２
２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは
約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇま
たは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０
ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくと
も約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実
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施形態では、投与単位が、少なくとも約４０ｍｇまたは約４０ｍｇ未満の少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０
ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇま
たは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは
約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８
０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１０
０ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約
１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまた
は約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇ
または約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８
０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約
２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくと
も約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少な
くとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、
少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未
満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０
ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約４５ｍｇまたは約４５ｍ
ｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ
未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満
、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少
なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なく
とも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも
約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なく
とも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少
なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満
、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ
未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９
０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約
２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまた
は約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇ
または約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７
０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約
２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少
なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約
５０ｍｇまたは約５０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも
約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３
０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇ
または約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまた
は約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約
９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは
約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇま
たは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０
ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１
７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも
約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なく
とも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少
なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満
、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ
未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８
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０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇま
たは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投
与単位が、少なくとも約５５ｍｇまたは約５５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポン
プ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０
ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未
満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、
少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少な
くとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少な
くとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、
少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未
満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０
ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１
８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは
約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇま
たは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０
ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２
６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも
約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは
少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。
特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６０ｍｇまたは約６０ｍｇ未満の少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくと
も約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約
４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０
ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇま
たは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまた
は約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇ
または約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４
０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約
１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくと
も約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少な
くとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、
少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未
満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０
ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２
７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは
約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の
胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約６５ｍｇまたは
約６５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは
約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３
０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ
未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満
、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少
なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満
、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ
未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５
０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約
１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまた
は約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇ
または約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３
０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約



(108) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくと
も約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少な
くとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ
未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少な
くとも約７０ｍｇまたは約７０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少
なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なく
とも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも
約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７
０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇ
または約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０
ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１
３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも
約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なく
とも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少
なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満
、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ
未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４
０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約
２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまた
は約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３
００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態
では、投与単位が、少なくとも約７５ｍｇまたは約７５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまた
は約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約
４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０
ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未
満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未
満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０
ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１
４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは
約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇま
たは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００
ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２
２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも
約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なく
とも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少
なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満
あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤と
を含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８０ｍｇまたは約８０ｍｇ未満
の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、
少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少な
くとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくと
も約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約
８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１０
０ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約
１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくと
も約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少な
くとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、
少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未
満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０
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ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２
３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは
約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇま
たは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０
ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくと
も１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約８５ｍ
ｇまたは約８５ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０
ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇま
たは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは
約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７
０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ
未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１
０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約
１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまた
は約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇ
または約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９
０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約
２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくと
も約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少な
くとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、
少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未
満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約
３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位
が、少なくとも約９０ｍｇまたは約９０ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害
薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満
、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少
なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なく
とも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも
約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも
約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なく
とも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少
なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満
、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ
未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２０
０ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約
２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまた
は約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇ
または約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８
０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なく
とも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の
実施形態では、投与単位が、少なくとも約９５ｍｇまたは約９５ｍｇ未満の少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約１０ｇ未満、少なくとも約２
０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０ｇ未満、少なくとも約４０ｇ
または約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未満、少なくとも約６０ｇまた
は約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、少なくとも約８０ｇまたは約
８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少なくとも約１００ｇまたは約１
００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、少なくとも約１２０ｇまたは
約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未満、少なくとも約１４０ｇま
たは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０ｇ未満、少なくとも約１６０
ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１７０ｇ未満、少なくとも約１



(110) JP 2010-514702 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは約１９０ｇ未満、少なくとも
約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇまたは約２１０ｇ未満、少なく
とも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０ｇまたは約２３０ｇ未満、少
なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２５０ｇまたは約２５０ｇ未満
、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも約２７０ｇまたは約２７０ｇ
未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なくとも約２９０ｇまたは約２９
０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未満の少なくとも１種の胆汁酸
捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、投与単位が、少なくとも約１００ｍｇまたは約１
００ｍｇ未満の少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬と、少なくとも約１０ｇまたは約
１０ｇ未満、少なくとも約２０ｇまたは約２０ｇ未満、少なくとも約３０ｇまたは約３０
ｇ未満、少なくとも約４０ｇまたは約４０ｇ未満、少なくとも約５０ｇまたは約５０ｇ未
満、少なくとも約６０ｇまたは約６０ｇ未満、少なくとも約７０ｇまたは約７０ｇ未満、
少なくとも約８０ｇまたは約８０ｇ未満、少なくとも約９０ｇまたは約９０ｇ未満、少な
くとも約１００ｇまたは約１００ｇ未満、少なくとも約１１０ｇまたは約１１０ｇ未満、
少なくとも約１２０ｇまたは約１２０ｇ未満、少なくとも約１３０ｇまたは約１３０ｇ未
満、少なくとも約１４０ｇまたは約１４０ｇ未満、少なくとも約１５０ｇまたは約１５０
ｇ未満、少なくとも約１６０ｇまたは約１６０ｇ未満、少なくとも約１７０ｇまたは約１
７０ｇ未満、少なくとも約１８０ｇまたは約１８０ｇ未満、少なくとも約１９０ｇまたは
約１９０ｇ未満、少なくとも約２００ｇまたは約２００ｇ未満、少なくとも約２１０ｇま
たは約２１０ｇ未満、少なくとも約２２０ｇまたは約２２０ｇ未満、少なくとも約２３０
ｇまたは約２３０ｇ未満、少なくとも約２４０ｇまたは約２４０ｇ未満、少なくとも約２
５０ｇまたは約２５０ｇ未満、少なくとも約２６０ｇまたは約２６０ｇ未満、少なくとも
約２７０ｇまたは約２７０ｇ未満、少なくとも約２８０ｇまたは約２８０ｇ未満、少なく
とも約２９０ｇまたは約２９０ｇ未満あるいは少なくとも約３００ｇまたは約３００ｇ未
満の少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤とを含む。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプ
ロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１種
のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールである。特定の実施形態では、少なくとも
１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤
がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種の
プロトンポンプ阻害薬がオメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセ
ベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬が
オメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の
実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少な
くとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１
種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤が
コレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエ
ソメプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がエソメプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なく
とも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕
捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻
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害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。
特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり
、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がランソプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポ
ンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミン
である。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾー
ルであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、
少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆
汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がパントプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチ
ポールである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤がコレセベラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトン
ポンプ阻害薬がラベプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－
ＨＣｌである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がラベプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態
では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１
種の胆汁酸捕捉剤がコレスチラミンである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロ
トンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベ
ラムである。特定の実施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラ
ゾールであり、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤がコレセベラム－ＨＣｌである。特定の実
施形態では、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬がテナトプラゾールであり、少なく
とも１種の胆汁酸捕捉剤がコレスチポールである。特定の実施形態では、投与単位と一日
量とが等しい。さまざまな実施形態では、１日のうちの任意の時点で食物と一緒に、１日
のうちの任意の時点で食物なしで、一晩断食した後に食物と一緒に（朝食と一緒など）、
低脂肪の軽食の後で就寝時に、投与単位を投与する。さまざまな実施形態では、投与単位
を１日１回、１日２回、１日３回、１日４回投与する。投与単位については、少なくとも
１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬またはこれらの組み合わせ
などの他の作用剤を任意に含むものであってもよい。
【０１７４】
キット
　本明細書に記載の化合物および製剤処方薬をキットに入れることができる。このキット
は、１種以上の作用剤を一用量分または複数用量分、個別包装でも個々に処方してもよく
、あるいは組み合わせで包装または処方された２種またはそれよりも多い作用剤を一用量
分または複数用量分含むものであってもよい。よって、１種以上の作用剤を第１の容器に
入れて含むことが可能であり、このキットには任意に１種以上の作用剤を第２の容器に入
れて含むことが可能である。この容器をパッケージの中に入れるが、このパッケージには
任意に投与または薬用量に関する指示をパッケージのラベルまたはキットの包装時に入れ
る挿入物の形で含むことが可能である。また、作用剤を投与するための注射器または他の
手段ならびに処方用の希釈剤または他の手段などの別の構成要素をキットに含むようにし
てもよい。
【０１７５】
　よって、このキットは、ａ）少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤、および薬学的に許容され
る担体、ビヒクル（胃内滞留型ビヒクルなど）または希釈剤を含む医薬組成物と、ｂ）容
器またはパッケージングとを含み得る。もうひとつの実施形態では、このキットは、ａ）
少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤、少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬、および薬学的
に許容される担体、ビヒクル（胃内滞留型ビヒクルなど）または希釈剤を含む医薬組成物
と、ｂ）容器またはパッケージングとを含み得る。このキットには、任意に、本明細書に
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記載の方法（胃腸障害、胸焼け、びらん性食道炎、ＧＥＲＤ、消化性潰瘍、食道炎、バレ
ット食道、および食道腺癌の予防または治療など）のうちの１つまたは複数で医薬組成物
を使用する方法を説明した取扱説明書を含むことが可能である。また、このキットは、任
意に、少なくとも１種の制酸薬、少なくとも１種のヒスタミンＨ２受容体拮抗薬、少なく
とも１種のＧＡＢＡ－Ｂ作動薬、少なくとも１種のＧＡＢＡ－Ｂ作動薬のプロドラッグ、
少なくとも１種のプロテアーゼ阻害剤またはこれらの組み合わせおよび薬学的に許容され
る担体、ビヒクルまたは希釈剤のうちのいずれかを含む第２の医薬組成物を含むものであ
ってもよい。キットに含まれる、少なくとも１種の胆汁酸捕捉剤（または少なくとも１種
の胆汁酸捕捉剤および少なくとも１種のプロトンポンプ阻害薬）を含む医薬組成物と、第
２の医薬組成物とを、任意に同じ医薬組成物で組み合わせてもよい。
【０１７６】
　キットには、医薬組成物を入れるための容器または包装材を含み、分割ボトルまたは分
割ホイルパケットなどの分割容器を含むこともできる。この容器は、たとえば紙箱または
厚紙の箱、ガラスまたはプラスチックの瓶またはジャー、ジッパー付きの袋（別の容器に
入れるために錠剤の「レフィル」を保持する目的など）あるいは、治療スケジュールに従
ってパックから一用量ずつ押し出せるようになっているブリスターパックであればよい。
単一の剤形を販売するのに２つ以上の容器をひとつのパッケージで一緒に使用できる形も
実現可能である。たとえば、錠剤を瓶に入れ、これを箱に入れるようにしてもよい。
【０１７７】
　キットの一例に、いわゆるブリスターパックがある。ブリスターパックは、包装業界で
は周知であり、薬剤の単位剤形（錠剤、カプセルなど）の包装に広く用いられている。ブ
リスターパックは通常、好ましくは透明のプラスチック材料の箔で覆われた、比較的かた
い材料のシートからなる。包装過程では、プラスチック箔に複数のくぼみが形成される。
このくぼみは、包装対象となる個々の錠剤またはカプセルに合った大きさと形状であるか
、包装対象となる複数の錠剤および／またはカプセルが入る大きさと形状であってもよい
。次に、錠剤またはカプセルをくぼみに入れ、プラスチック箔のくぼみが形成された方向
とは逆側で箔に対して比較的かたい材料のシートで密封する。結果として、錠剤またはカ
プセルが、プラスチック箔とシートとの間のくぼみに個々に封入または必要に応じてまと
めて封入される。好ましくは、シートの強度は、くぼみに手で圧力を加えれば、くぼみの
場所でシートに穴があいて錠剤またはカプセルをブリスターパックから取り出せるような
強度である。穴があいたら、その穴から錠剤またはカプセルを取り出すことができる。
【０１７８】
　薬をいつ服用すべきかということに関して、医師、薬剤師または被術者のための情報お
よび／または指示を含む、記憶を助ける印刷物を提供すると望ましいことがある。「一日
量」は、単一の錠剤またはカプセルであってもよいし、決まった日に服用される複数の錠
剤またはカプセルであってもよい。キットに別々の組成物が含まれる場合、そのキットの
１種以上の組成物の一日量を錠剤またはカプセル１個からなるものとすることができ、同
じキットの他の１種以上の組成物の一日量を複数の錠剤またはカプセルからなるものとす
ることができる。このキットは、使用目的の順番で一日量を１回に１つずつ取り出せるよ
う設計されたディスペンサーの形を取り得る。さらに投与計画を遵守しやすいように、記
憶の助けとなるものをディスペンサーに付しておくことも可能である。このような記憶の
助けとなるものの一例に、すでに取り出した一日量の数を示す機械的な計数器がある。こ
のような記憶の助けとなるものの別の例に、液晶表示部と接続された電池式のマイクロチ
ップメモリあるいは、たとえば最後の一日量を服用した日時を読み上げるおよび／または
次の用量をいつ服用するかを知らせる可聴のリマインダー信号がある。
【０１７９】
　本出願全体をとおして、さまざまな特許および／または科学文献資料を引用している。
これらの刊行物の開示内容全体を、本明細書に転載した場合と同様に援用する。上記の説
明および下記の実施例を考慮して、当該技術分野の当業者であれば、必要以上に実験をせ
ずともここに権利請求される開示事項を実施できよう。上記の内容については、本開示に
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よる製剤の調製についての特定の手法を詳細に示す以下の実施例を参照することで、より
一層理解できよう。これらの実施例について述べる内容はいずれも例示目的のものである
。以下の実施例は包括的なものとみなされるべきではなく、本開示によって企図される多
くの実施形態のうちの数例を示す単なる例にすぎない。
【実施例】
【０１８０】
実施例１．胆汁酸捕捉剤が単独および組み合わせで食道上皮細胞に対しておよぼす影響。
　正常なヒト食道試料およびバレット食道試料（生検試料など）から上皮細胞を単離し、
Ｂｕｒｇ－Ｋｕｒｌａｎｄ　ｅｔ　ａｌ．（１９８６）Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｉｎ　Ｃｅｌｌ
　Ｓｃｉｅｎｃｅ　１０：２２７－２３２に記載されているようにして単層細胞培養に入
れるか、Ｔｒｉｅｒ，Ｊ．Ｓ．（１９８０）Ｍｅｔｈｏｄｓ　Ｃｅｌｌ　Ｂｉｏｌ．１８
：３６５－３８４に記載されているようにして培養する。胆汁酸、胃酸および／または他
の酸または酸性培地を（たとえばＦｉｔｚｇｅｒａｌｄ　ｅｔ　ａｌ．（１９９６）Ｊ　
Ｃｌｉｎ　Ｉｎｖｅｓｔ　９８：２１２０－８にあるように）加えて、バレット食道を誘
発または悪化させる。酸への曝露を連続的におこなうか、指定時に単発でおこなう（１時
間など）。さまざまな用量（本願に記載されている用量など）の被験物質（ビヒクル単独
、プロトンポンプ阻害薬、胆汁酸捕捉剤、プロトンポンプ阻害薬および胆汁酸捕捉剤など
）を酸の添加前、酸の添加と同時または酸の添加後に加える。扁平上皮細胞から円柱細胞
への変換を基準にバレット食道の発症を顕微鏡で可視的にモニタする。トリチウム化チミ
ジンの取り込みと増殖細胞核抗原発現とによって細胞増殖を判断する。また、ビリンの発
現によって細胞の分化を判断する（上掲のＦｉｔｚｇｅｒａｌｄ　ｅｔ　ａｌ．を参照の
こと）。
【０１８１】
実施例２：胆汁酸捕捉剤が単独および組み合わせでバレット食道のｉｎ　ｖｉｖｏモデル
に対しておよぼす影響。
　たとえばＢｕｓｋｅｎｓ　ｅｔ　ａｌ．（２００６）Ｊ　Ｓｕｒｇ　Ｒｅｓ．１３５：
３３７－４４に記載されているようにして、さまざまな用量（本願に記載されている用量
など）の被験物質（ビヒクル単独、プロトンポンプ阻害薬、胆汁酸捕捉剤、プロトンポン
プ阻害薬および胆汁酸捕捉剤など）がバレット食道の２つの異なる齧歯類モデルにおよぼ
す影響を評価する。
【０１８２】
　上記の開示内容は、特定の好ましい実施形態について説明および表現したものであるが
、当業者であれば他の具体的な実施形態を実施して、本開示の範囲の真の趣旨から逸脱す
ることなく、同じ目的を実現できよう。したがって、本件出願人の開示の範囲は、本明細
書に開示の特定の実施形態のいずれにも限定されるものではない、添付の特許請求の範囲
を参照して判断される。
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